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　あれは、いつのころの記憶だっただろうか。

　千歳は庭で遊んでいた。庭の大きな池には中の島があって、橋が渡されている。その橋を駆けあがり、欄干に飛び乗っては飛び降りる。そんな危険な遊びを、千歳は好んだ。

「さぁ、行くわよ！」

「千歳さま、待って……」

　追いかけてくるのは男童だ。邸で一番やんちゃな男童だけれど、そんな彼も千歳にはついていけないらしい。悲鳴をあげて、飛び降りる千歳を見つめている。

「なにをやっているの、おまえもするのよ！」

「そんな、恐ろしいです……」

　男童が大きく震え、そんな彼に千歳は大きくため息をつく。

「恐ろしいなんて言っているんじゃないわ、手伝ってやるから、ほら、おまえも登って！」

「千歳さまぁ……」

　泣きべそをかく男童の背中を押し、欄干に登らせる。そして手を引っ張ると、男童は派手に転んでしまった。

「わぁぁぁ、あぁぁぁ！」

「ああ、もう！　悪かったわよ！」

　転んで顔をぶつけた男童の頭を撫でてやりながら、千歳は大きな声で謝った。

「でも、飛び降りるの面白いのよ？　もう一回やりましょう」

「そうはおっしゃいましても……」

　ひくっ、と咽喉を鳴らしながら男童は言う。

「ほら、若菜さまも心配していらっしゃいます」

「若菜？　見ているの？」

　千歳は、はっと寝殿のほうを見た。端近には御簾が置かれていてこちらからは見えないけれど、御簾がさらりと動いたことから、そこに誰かがいるということはわかる。ふたごの妹の若菜は、そこから千歳たちのことを見ているのだろう。

「まぁ、若菜に見られていたなんて。また、心配されてしまうわ」

「いつも千歳さまは、若菜さまにご心配ばかりかけていらっしゃるくせに」

　恨みがましく男童は、ぶつけた顔をさすりながら千歳を睨む。

「もう、橋から飛ぶのはやめましょうよ？　ほかの遊びをしましょう？」

「そうねぇ」

　千歳は、あたりを見まわした。

「じゃあ、舟遊びをしましょう？　あそこに、舟が着けてあるわ」

「舟遊びなんか、大人のかたがご一緒じゃないと！」

「構わないわよ、若菜が見ているということは、女房たちもまわりにいるはずだもの。なにかあったら、雑色が駆けつけてくれるわ」

「そんなものでしょうか……」

　男童はなおも訝しげだ。千歳は袙の裾を跳ねあげて舟のもとに走り、ぴょんとその上に飛び乗った。

「千歳さまぁぁ！」

　男童が悲鳴をあげている。そんな彼を呆れたように見つつ、千歳は櫂に手をやった、それは千歳の背丈よりも大きかったけれど、どうやって舟を動かすのか千歳は見て知っていた。

「えいっ！」

「千歳！」

　聞こえた悲鳴は、男童のものではなかった。妹の若菜のものだ。はっと見ると、彼女は端近から身を乗り出して、似合わぬ大声をあげている。

「若菜、そんな端近に出ちゃ、危ないわよ！」

「危ないのは、千歳のほうよ！　舟が、舟が……！」

　若菜がなにを懸念しているのか、わからなかった。同時にぐらりと舟が揺れ、体の均衡が崩れる。あ、と思う間もなく千歳は池に投げ出された。

「千歳っ！」

「千歳さま！」

　複数の声が、自分を呼ぶのが聞こえてきた。千歳の体は冷たい水の中に沈んでいく。こぷっと水が口の中に入ってきて、咽喉を刺すような冷たさが焼いた。

「た、すけ……っ……」

　声をあげようとしたけれど、かなわなかった。袙が水を吸い、重くなった千歳の体は静かに池に沈んでいく。足など、着くはずがなかった。それほどに池は深かった。

（わたし、死ぬのかしら）

　冷たい水に取り巻かれながら、千歳は思った。水に濡れた袙が重くて、指先ひとつ動かせない。

（池に落ちて、死ぬなんて。……仕方がないわね、私がいたずらっ子だったから）

　千歳の脳裏には、幼いながらも諦念が浮かんでいた。

（若菜にも、心配をかけて……これは、罰だわ）

　骨までが凍るほどに、水は冷たい。もうすっかり春になったと思っていたけれど、水の中はまだ冬だ。そんな中で、千歳は凍りついて死んでしまうのだ。

「千歳さま！」

　いきなり、耳をつんざく大声があった。目を閉じていた千歳は、はっと大きく瞠目する。

「今、お助けいたします。暴れられることのないように」

　大人の男の声だ。強い腕が、千歳を包んだ。幾重にも重ねた袙は千歳の体以上に重いはずなのに、彼は軽々と千歳を抱きあげた。

「あ、……あ？」

　まわりでは、女房たちが大騒ぎをしている。濡れた髪を拭ってくれる者、冷たい手を擦って温めてくれる者。袙を脱がせて乾いた布をかけてくれる者。その中には、若菜の顔もあった。

「若菜……」

「千歳、千歳ってば！」

　若菜は、陽が顔を焼くことも頓着なく、千歳の体に縋りついている。はらはらと涙を流していて、そんな若菜の顔を見るのははじめてだ、と思った。

「雅幸さま、ありがとうございます」

「なんの、これしき」

　頼もしい声音でそう言うのは、見知らぬ男──千歳を助けてくれた男だ。溺れかけたぼんやりとした意識の中、千歳は手を伸ばして、その男の頬に触れた。

「誰……？」

「清澄雅幸と申します、千歳さま」

　もう成人していてもおかしくない年ごろの男は、そう名乗った。雅幸さま、と千歳は繰り返す。

「そうです。千歳さまのおもうさまに連なる者にございます」

「おもうさまの……」

　父の親戚──帝の縁になる者かと思うと、警戒心は解けた。そうでなくても、雅幸は千歳の命の恩人なのだ。千歳は懸命に目を開けて、雅幸の顔を記憶しようとした。

　水に濡れたせいか、彼の髪は少しばかり青みがかっている。その色を、不思議だと思った。額は狭く、整った鼻梁はまっすぐだ。目は、やはり髪のように青みがかっていて、その色が彼をますます不思議な存在に見せた。

「おもうさまを、訪ねていらしたの……？」

「いいえ、今日は、幼い姫君たちをお見舞い申しあげようと思って」

「本当に、お見舞いになってしまったわね……」

　千歳の言葉に、雅幸は笑った。その笑いは低く柔らかい声で、それに千歳は歌を聴くような心地だった。

「いいえ、こうやって千歳さまをお助けできたのですから。私にとっては、誇りとなる日」

　そう言って雅幸は、顔をあげた。白い肌に明るい春の陽が映っている。彼は確かにはっとするような美丈夫で、そんな彼に助けてもらえたことを、千歳は誇らしく思った。

「水を飲んではいらっしゃらないようだ」

　ややあって、雅幸は言った。雅幸と話をしている間に千歳の体はすっかり拭かれ、長く多い髪はともかく、それ以外は乾いた状態になっていた。

「意識もはっきりしておられる。医師を呼ぶには当たらない」

　はきはきとした調子で、雅幸はまわりの者に告げた。

「あとはお部屋で、ゆっくり休んでおられれば回復なさるだろう。髪が乾くころには、またお元気に」

「だめよ！」

　いつになく激しい調子で声をあげたのは、若菜だった。彼女は千歳に縋りついたまま、姉を離さない、というようにしがみついている。

「元気になっても、もうだめよ。欄干から飛び降りるのも、舟遊びの真似ごとをするのも」

「あ、うん……」

　それはいかにも惜しかったけれど、しかしこれほどの騒ぎを起こしてしまったあとなのだ。若菜の言葉を否定することはできず、しぶしぶ千歳はうなずいた。

「千歳は、わたしとご一緒に、雛遊びをしましょう？　おうちの中にいなくちゃ、千歳はなにをするかわからないもの」

「そうですね、それが賢明でいらっしゃるでしょう」

　雅幸は、若菜に同調した。そのことに千歳は、少しばかりがっかりする。

「私が、おうちの中でも楽しい遊びを教えてあげましょう。千歳さまは、双六はお好きですか？」

　千歳は言葉に詰まった。嫌いではない、けれど、千歳にとっては外を駆けまわるほうがずっと楽しかった。それに一度も、若菜に勝ったことがないのだ。

「まぁまぁ、ね」

「まぁまぁ、お好きでいらっしゃる」

　言いながら、雅幸は千歳を抱きあげた。水の中よりも易々と抱えられて、彼の腕の中で千歳は羞恥を感じた。

「では、とっても好き、にさせてあげましょう。こつがあるのですよ、双六には」

「まぁ、そうなの？　それを、教えていただけるの？」

「お安いご用です」

　千歳を抱いたまま、雅幸は言った。自分が、軽々と抱えられてしまうほどに子供であることが恥ずかしかったけれど、それでも彼の腕は心地よく、千歳はおとなしくつかまっていた。そんな千歳を心配するように、若菜が視線を送ってくる。

「大丈夫よ、若菜」

　千歳は妹に、目配せを送った。

「お部屋に戻って、双六をしましょう？　雅幸さまに教わったら、わたしもおまえには負けないわ」

「千歳！」

　若菜は、ぱっと顔を輝かせた。それほどにこの妹を心配させていたのかと思うと申し訳ないけれど、それでも若菜のそのような表情を見られたのは、よかったと思う。

「雅幸さま、早く。双六、教えてちょうだい？」

「おやおや、先ほどまで溺れかけていた姫とは思えない」

　そう言われて、羞恥に千歳は顔を伏せたけれど。そっと見あげた雅幸の表情はどこまでも優しくて、温かくて。千歳の胸は、それだけで穏やかに満たされた。
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　白い手が冷たさのせいで、赤く染まっている。

「はい、若菜！　雪うさぎよ」

「千歳ったら……手を、そんなに真っ赤にして」

　苦笑しながら受け取るのは、若菜だ。ふたり揃って十六歳になったこの正月、今なお庭で駆けまわって遊ぶのが楽しい千歳とは裏腹に、若菜は扇で顔を隠し、端近にも寄らない貴婦人ぶりだ。

「早く入って、火鉢に当たりなさい？　手があかぎれになるわよ」

「まぁ、若菜ったら」

　高欄の上に雪うさぎを置きながら、千歳はくすくすと笑った。

「そんな無粋なこと、言っていないで！　こんなにうつくしい雪景色なのに、外に出ないなんて損をしているわ」

「だって……寒いじゃないの」

　口もとを扇で隠した若菜は、遠慮がちにそう言った。

「顔だって、赤くなってしまうわ。千歳だって、ほら」

「あら、赤くなっているかしら？」

　そのことを少し恥じて、千歳は冷たい手で頬を擦った。鼻も耳も、すっかり冷たくなっている。寒いといえば確かに寒いけれど、真っ白になった庭で遊ぶ楽しみには変えられなかった。

「ふふ、まるで化粧したようね」

　そう言って、若菜は手を差し伸べてくる。ぺたりと頬に触れた手は、千歳のそれに勝るとも劣らなかった。

「まぁ、若菜……冷たい手をして」

「火鉢に当たっていても、寒いものは寒いのよ」

　それがちっとも堪えていない様子で、若菜は言う。

「この雪ですもの……みんな、芯から凍えているわ」

「それなら、皆、庭で走りまわればいいのに！」

　勢いづいて、千歳は言った。

「そうしたら、すぐに温かくなるわよ。若菜もどう？」

「わたしは、いいわ……」

　なにかに脅えるように、若菜は言った、そう、とつまらない思いで千歳は言い、雪遊びの続きをしようと、くるりと振り向いたときだった。

「姫さま！」

（まずい……！）

　千歳はそのまま、逃げようとした。しかし鋭い乳母の声につかまえられてしまう。

「千歳さま、なんですかその恰好は！　もう十六歳におなりになった女ぎみのする恰好ではありません！」

「はぁい……」

　千歳はつかまえられ、女房たちに手足を拭かれて裳唐衣をまとわされた。幾重にも重なった衣は確かに暖かいけれど、しかし身動きができない。もっと雪遊びをしたかったのに、と衣の中でもぞもぞとしてしまう。

「お文が届いておりますよ」

　乳母の言葉に、はっとした。裳唐衣の中の千歳は、自分が急に十六歳の淑女になったような気がした。

「二藍のきみから？」

「ええ、お正月のご挨拶でしょう」

　松の小枝に結びつけた、薄紅色の薄様が手渡される。どきどきとしながら中を開くと、相変わらずのうつくしい手跡てで、さらさらと歌が書きつけてあった。

「二藍のきみからのお文？」

「わ、若菜！」

　うしろから覗き込んできた若菜に、思わず声をあげてしまう。若菜は、感心したようにうなずいている。

「相変わらずさすがのお歌ね……新年の日の出を、千歳のうつくしさに重ねるところなんて、隅に置けないわ」

「二藍さまは、わたしを見たことなどおありにならないのに」

　照れ隠しに、千歳はそのようなことを言った。

「ただの、技巧よ。わたしをさぞうつくしい女人だと誤解していらっしゃるに違いないわ」

「あら、千歳はうつくしいわよ」

　微笑みとともに、若菜は言った。

「二藍さまは、よくわかっていらっしゃるのよ。長い間、文のやりとりをしてきたのだもの。お返事は？　書かないの？」

「あとで、ひとりで書くの」

　二藍からの文を見ているふたごの背に、声がかかった。乳母と女房が、化粧をするというのだ。

「なに……化粧まで、いいわよ」

　顔に白粉を塗りつけてくる女房から、千歳は逃げようとした。

「誰に会うわけでもないのに……こんな恰好を、して」

「お客さまがおいでなのですよ」

　乳母にそう言われて、千歳はびくりとした。驚いて若菜を見ると、彼女はなにもかもを心得たようにうなずいている。

「お客さまって、どなた？」

「お舘さまのお知り合いですよ」

　その言葉に、千歳は首を傾げた。

「おもうさまのお知り合いなのに、わたしたちが化粧をする必要がどこにあるの？」

「それは。お舘さまのお言いつけですから」

　言いながら乳母は、千歳の化粧を進めていく。白粉を塗り込められる感覚にはどうしても慣れない。ぎゅっと目を瞑ると、うまく白粉が塗れないと叱られた。

「千歳さまは、いつまで経ってもお化粧に慣れませんわね」

「だって、こんな……べたべたしたものを塗るなんて、慣れっこないわ」

「まぁ、なにをおっしゃいます」

　そんなふたりの姿を、若菜はにこにこしながら見やっている。そんな彼女はきっちりと眉までを塗り込み、完璧な淑女ぶりだ。

「千歳さまは、おうつくしいのに。こうやってさらにおうつくしくなさってこそ、立派な女ぎみでいらっしゃるというものですわ」

「立派な女ぎみになんて、なりたくないわ……」

　諦めて乳母に顔を任せながら、千歳はつぶやいた。それを聞き咎めた乳母からは、さっそく厳しい声が飛ぶ。

「なにをおっしゃっているのです、男ぎみからお文をいただく御身なのに。立派な女ぎみにおなりになって、立派な婿ぎみをお迎えになる。それが千歳さまのお務めではありませんか」

「そんなこと、若菜に任せておけばいいのよ」

　そう言いながらちらりと若菜を見ると、妹はやはり笑っている。袖で口もとを隠しくすくすと小さく笑う、まさに慎ましい女ぎみらしい淑やかさだ。

「わたしは、いいの。我が家の姫ぎみは、若菜がいるんだもの」

「そうはおっしゃいましても」

　乳母は、困ったようにため息をついた。

「千歳さまは大おおいぎみではありませんか。そのようなかたがお化粧もいやがるようでは、先が思いやられますわ」

「もう、思いやられているわよ……」

　乳母の手は慣れていて、そう言っている間に化粧は終わった。慣れない感覚に唇を尖らせる千歳の耳には、若菜の声が飛び込んできた。

「千歳、よく似合っていてよ」

「そんなことないわ」

　若菜を振り返って、千歳は声をあげた。

「どうしたって、若菜のほうが素敵だもの。大人で、落ち着いていて……歌もうまいし」

「それは、千歳だって身を入れればすぐよ」

　なおも微笑みながら、若菜は言う。

「千歳が本当は乳母の望むような女ぎみなの、わたしはわかっているわ。ただ、その気になれないだけなのよね」

「……若菜に言われると、嫌味さえ感じるわね」

「まぁ、そんなつもりはないのよ」

　珍しく若菜は、慌てた様子を見せた。千歳の傍らに近寄ってきて、顔を覗き込む。千歳は、にっこりと笑ってみせた。

「そのような若菜を見られるなんて、化粧を我慢した甲斐もあったわね」

「千歳ったら……わたしをからかったの？」

「そういうつもりではないけれど」

　ふたりは目を見合わせ、そして笑った。くすくすと笑いを交わすふたごの娘たちを、化粧の後片づけをしている乳母が、呆れながらも笑みを浮かべてみていた。

「さぁ、これで。お客さまをお迎えする準備も整いましたね」

　安堵したように、乳母が言った。

「正殿においでくださいませ。ご両親がお待ちですわよ」

「わたしを待っていたのなら、さっさと呼んでくださればよかったのに」

「雪遊びに満足なさるまで、対の間に戻ってはいらっしゃらないだろうと、北の方が」

「……お母さまには、なにもかもお見通しね」

　ため息をつきながら千歳は立ちあがり、その無作法を窘められた。

「だって、歩くほうが早いんだもの」

「それでも女ぎみたる者、歩くなどいけません。きちんと、膝で移動されなければ」

　はぁい、と千歳は唇を尖らせる。また、若菜が笑った。

「では、一緒にまいりましょう？　おもうさまがたが、お待ちだわ」

「置いて行かないでね……！」

　千歳は悲痛な声をあげて、それに若菜はくすくすと笑った。







　父親が住まう南の対からは、大きな池を見渡せる。

　千歳は、この光景が好きだった。今は池は凍りつき、雪に覆われて一面の白に塗り潰されているけれど、清廉なその光景もまた見甲斐がある。

「やっときたのね」

　母は優しく、ふたりの娘を迎えてくれた。母の脇にはふたつの円座が置かれていて、千歳はぴょんと、母に近いほうの円座に飛び乗った。

「まぁ、千歳。無作法な」

「うふふ、いいじゃない」

　母と若菜のふたりに叱られたけれど、千歳は小さく舌を出して、それに答えた。母に肩を擦り寄せると、彼女は困ったような顔をしながらも笑う。

「まぁ、いつまでも童のような」

「わたしは、童でいいの。いつまでもこの家で、おたあさまに甘えているのだわ」

「千歳ったら」

　母は笑いながら、千歳の艶やかな髪を撫でる。そうされて千歳は、本当に童に戻ったような気持ちになって、にっこりと微笑んだ。

（若菜？）

　隣に座っている若菜は、円座に座って御簾の向こうを見ている。母に甘えようとしないのはいつものことだけれど、母も若菜を構おうとはしない。

（嫌っているとか、そういうわけではないと思うのだけれど……）

　その様子によそよそしいところはない。だから今まで気にしたことはなかったのだけれど、今日は妙にそのことが気にかかった。

（まぁ、若菜は面倒をかけないから）

　母に頭を撫でられながら千歳はそう考えて、そして若菜と同じように御簾の向こうに目をやった。

「あら……？」

　御簾の向こうには、ふたつの人影があった。ふたりは高欄にもたれかかり、雪のさまを見やっているらしい。ひとりは父で、もうひとりは紅べに碧みどりの直衣をまとった若い男性だ。ふたりがゆったりと言葉を交わしながら雪の庭を見やっているさまはまるで一幅の絵のように見甲斐があった。

「あのかたは？」

「あら、覚えていないの？」

　驚いたように母が言った。

「清澄雅幸さまではないの。池であんなことがあった日、お見舞いに来てくださっていた……」

「……あ！」

　見たことがあるのも道理、あのときの殿方だったのだ。十年ほど経った今、あのころよりもとても大人びているけれど、確かに千歳の命を救ってくれた男性だった。

「あのかたが、どうしてここに？」

「雅幸さまは、折に触れては訪ねてきてくださっているのよ」

　千歳は、若菜と目を合わせた。反対の対に住んでいる千歳たちは、知らなかったことだ。千歳の中には、助けてもらったあのときに湧きあがった思いが蘇った。かっと顔が熱くなるのがわかる。そんな千歳に、若菜は微笑みかけた。

「あのおかたは、千歳の初恋のおかただものね」

「こ、恋……なんて、そんな」

　千歳は戸惑い、母と若菜は笑った。そんな女性たちの声に気がついたのか、御簾の向こうの父と雅幸がこちらを見た。千歳の胸は、ますます大きく高鳴る。

「千歳は、来たのか」

「はい、呼んでまいりました」

　丁寧に返事をしたのは母だった。千歳は雅幸の視線が気になって、声を出すどころではない。

「雅幸さまにも、ご機嫌よろしゅう。僭越ながら、初音をお届けさせていただきたく存じます」

　まったく隙のない調子で母は言い、初春を言祝ぐ歌を詠む。それに対しての雅幸の返歌がすぐに返ってきて、あたりは和やかな雰囲気に包まれた。

（あら？　この歌……）

　千歳は、大きく目を見開いた。雅幸の読んだ歌は、聞いたことのある調子が含まれたものだったのだ。

「千歳さま、おわかりいただけましたか？」

「……まさか」

「そう、私は二藍です」

　固唾を呑んで、雅幸を見た。彼はにこにことしながら、御簾越しに千歳を見つめている。いきなり明かされた、長年の文を交わしている相手を目の前に、千歳はどうしようもないくらいに動揺した。

（ど、どうしよう……わたし、も）

　そうは思ったけれど、とっさに浮かぶものでもない。慌てている千歳の耳に、声が流れ込んできた。

「千歳さま？」

「は、はいっ！」

　円座から飛びあがりながら返事をすると、若菜がくすくすと笑った。そんな若菜を肘でつついておきながら、千歳は言った。

「そのように、重荷に感じられることのないように。お文をくださるのと同じように、お気の向いたときにお聞かせくだされば結構なのですよ」

「……お心遣い、ありがとうございます」

　掠れた声で、千歳は答えた。雅幸がにっこりと微笑んだのが御簾越しに見えて、千歳はますます気後れしてしまった。

「雅幸さまにおかれましては、お歌も雅やかに……気後れしてしまって、わたしなどこの場にはふさわしくありませんわ」

「そのようなこと。あなたの歌の素晴らしさは、今までずっと拝見してきました。その歌に私は惹かれ……いえ、二藍が、と言うべきでしょうか」

　そう言って、雅幸は笑った。その笑みは確かに昔助けてくれた男ぎみの微笑みで、千歳は胸がどくどくと高鳴るのを感じた。

　雅幸は再び父と話し始め、ふたりの穏やかな会話が聞こえてくる。それに心地よい思いを促されながら、千歳は若菜を見た。

「なぁに？」

　にっこりと若菜が微笑む。そのうつくしさに姉妹ながら圧倒されて、千歳は視線を逸らせてしまった。







　遠く、ふくろうの鳴き声が聞こえる。

　その方角を見て、千歳は大きくあくびをした。

「まぁ、千歳。はしたないわ」

「だって、もう眠いわ」

　大きく伸びをしながら、千歳は言った。若菜は困ったように千歳を見やる。そして言った。

「夜はね、特別な時間なのよ」

　そっと、若菜がささやいた。首を傾げて、千歳は妹を見る。

「殿方が通っていらっしゃるのも、夜でしょう？　それはね、特別な時間だからなの」

「どうして、そんなことを急に……？」

　髪を梳きながら、千歳は言った。そして若菜の笑顔に、はっとする。

「まさか、誰か殿方がここにいらっしゃるとか……そういうことを言っているのではないでしょうね？」

「その、まさかよ」

　どこかいたずらめいた笑みで、若菜は言う。

「でも……もしいらっしゃるとしても、目当ては若菜だわ」

　千歳も負けじと笑みを浮かべて、若菜にそう言った。

「どう考えても、若菜のほうが評判がいいもの。おもうさまだって、若菜に男ぎみを通わせたいと思ってらっしゃるはずだわ」

「わたしは、だめよ」

　若菜は笑顔を曇らせてそう言った。その意味がわからずに、千歳は首を傾げる。

「わたしじゃないわ。おいでになるのなら、千歳のほう」

「どうして？　どうしてそんなこと言うの？」

　どう考えても千歳の言うことのほうが正しいのに、若菜はゆるゆると首を振るのだ。

「どうあっても、そうなの。きっと雅幸さまも、千歳に会うためにおいでになったのだわ」

「まま、雅幸さまが？」

　動揺を隠そうとして、かえって失敗してしまった。そんな千歳を見て、若菜は袖で口もとを隠して笑った。

「ほら、そんなところも」

　なおも、千歳は言い張った。

「そんなたおやかな仕草ができるのも……若菜の女らしさゆえだわ」

　気づけば千歳は櫛を振りまわしていて、そんな自分にはっとした。若菜は穏やかに、千歳を見ている。

「わたしは、こんなで……殿方の求める女らしさなんてないわ。こんなわたしに求婚してくれる男ぎみなんて、いないの」

「でも今日、雅幸さまがおいでになったのは……千歳に会うためよ」

「どうして、そんなこと言うの？」

　若菜の意図がわからない。首を傾げる千歳の耳に、女房の声が聞こえてきた。

「千歳さま、千歳さま」

「なに、どうしたの？」

　女房の声は、どこか慌てている。櫛を置いて、千歳は耳をそばだてた。

「お客さまがおいでです」

「こんな時間に？」

　千歳への訪問者というのも珍しければ、時間も普通ではない。思わず若菜を見た千歳は、妹が腰をあげるのを見た。

「どこに行くの、若菜」

「わたしは、お邪魔だから」

　くすりと笑って、若菜は言った。

「向こうで、もう寝るわね。千歳はごゆっくり」

「え、でも……若菜！」

　若菜が几帳の向こうに行ってしまうのと同時に、聞き慣れない衣擦れの音がした。千歳は、はっと御簾の向こうを見る。

「千歳さま」

「……は、はいっ！」

　女房の先導で現れたのは、雅幸だった。その名のとおりに雅やかな仕草で、月明かりを頼りに、御簾のこちらにいるのが千歳であるのを確かめるように、首を傾げる。これほどに明るい雪明かりだ、御簾を通して千歳の姿は見えてしまっているかもしれない。

　雅幸の、額にかかる髪がはらりと揺れた。そのさまがなんとも艶めかしくて、千歳は視線を奪われる。彼は薄い唇を開き、やはり魅惑的な声で千歳を包んだ。

「不躾な訪問、申し訳ございません」

「い、いいえ……」

　円座に腰掛ける姿も、姿勢を正す姿も、その麗しい姿から、目が離せない。震える声で、千歳は言った。

「ですが今宵は……ぜひとも、千歳さまに聞いていただきたいことがございます」

「な、んですかしら……」

　若菜の言っていたことが、頭に残っていたということもある。しかし同時に、雅幸の仕草から自分の身に起こるただならない出来事が連想されて、声が震えた。

「私と、結婚していただきたいのです」

「は、ぁ……」

　驚きのあまり、妙な声で返事をしてしまった。千歳は慌てて咳払いをする。

「な、なぜ……わたしなのですか」

　千歳の言葉に、雅幸は首を傾げる。

「どうして、若菜ではないのですか。若菜のほうが、妻にはよほど……」

「私は昔から……千歳さましか見ておりませんでした」

「で、でも！」

　雅幸の言葉に、千歳は声をあげる。

「今までお訪ねくださったことは、なかったわ。二藍のきみとしての、お文だけで。昼間お目にかかったとき……わたしはあなたが、あのときわたしを助けてくださったかただということがわからなかったくらいなのに」

「そうですね、それは私が思慮不足でした」

　雅幸は素直に認めた。千歳は、ぱちりとまばたきをする。

「あなたが十六歳になるまで、文の交換だけでお待ちしようと思っていたのですよ」

「待って……？」

　千歳の胸が、どきりと鳴る。

「わたしを、待っていたとおっしゃるのですか……？」

「ええ。十六歳になられるのと同時に、求婚しようと思っておりました」

　どく、どく、と千歳の胸は高鳴った。

「文だけではない。あのときから、折に触れてはあなたのことを垣間見てきました」

　雅幸の言葉に、千歳は目を見開く。

「あなたが健やかに成長なさり、どんどんとうつくしく、女らしくなられて……私の心がどれほどあなたに惹かれていったか、あなたにはわからないでしょう」

　言葉が継げない彼女の胸中を読み取ったかのように、御簾の向こうの雅幸はにっこりと微笑む。

「千歳さまには、私の北の方になっていただきたい」

　はっきりとした口調で、雅幸は言った。

「お父上のお許しは、いただいております」

「おもうさま……ったら」

　動揺を隠せない口調で、千歳は言った。

「なにもおっしゃっていなかったわ。昼間も、雅幸さまとお話しなさるばかりで」

「私が、お願いしたのですよ」

　笑みとともに、雅幸は言った。

「千歳さまの、驚くお顔を見たかったのです」

「そんな……、こと」

　千歳も笑おうと思ったのだけれど、うまくいかなかった。

「悪趣味ですわ。驚く顔、だなんて」

「これは、申し訳なかった」

　くすくすと笑いながら雅幸は言う。

「ですが、私の目的は果たされました」

　袖口で口もとを隠して笑っていた雅幸は、ふいと笑いをやめた。彼の真剣な表情に、なおも千歳の胸はかき乱される。

「それほどに驚いていただければ、私とて本望です」

「もちろん……驚きましたわ」

　震える声を抑えながら、千歳は言った。

「一番驚いたのは、雅幸さまのお相手が若菜ではないということです」

「先ほどから、妹ぎみのことばかりお気になされる」

　雅幸の口調に、彼の気に障ることを言ってしまったかと思った。しかし違和感は一瞬だけで、彼はすぐにもとの穏やかな声音に戻る。

「妹思いのお心は、あなたの美徳だと思いますけれど。しかし」

「……しかし？」

　問い返した千歳に、雅幸はいたずらめいた笑みを見せた。

「私以外の誰かを、お心に留め置かれていらっしゃるのは。よろしくありませんね」

「まぁ……だって、妹のことですわよ？」

　呆れた声で千歳が返すと、彼の笑みは濃くなる。

「気にかけるのは当然ですわ。少なくとも、今までわたしにお声がけひとつなさらなかったかたよりは」

「憎らしいことをおっしゃいますね」

　そう言って笑って、そして雅幸は腰をあげる。その姿に、千歳は見とれた。

「あ……？」

「その憎らしいお口は、塞いでしまいましょう」

　雅幸は鮮やかな仕草で、御簾を巻きあげた。白雪に光る月明かりのもと千歳は、はっきりと彼の顔を見た。

　切れ長の黒い瞳が、千歳を見つめている。まっすぐに通った鼻梁と、薄い笑みを浮かべた唇。月明かりより涼やかな美貌が、近づいてくる。

「ん、……、っ……！」

　千歳の唇に、柔らかいものが触れた。反射的に目を瞑ってしまい、すると感覚はますます鋭くなる。

「覚えておいてください、千歳さま」

　柔らかな感覚は一瞬だけで、すぐに遠のいてしまった。同時にかけられた言葉は、千歳の心に強く刻まれた。

「私は、ずっと昔からあなたのことを見てきた……あなただけを見てきた。決してあなたを離さない。あなたに、この身のすべてを捧げる」

「雅幸、さま……！」

　気がつくと、唇の柔らかい感覚は消えていた。同時に入り込んできた寒さも、雅幸の気配も消えていて、千歳は唖然とその場に座っていた。

「雅幸さま……？」

　自分の口から洩れた声はあまりにも甘くて、自分でも驚いた。思わず口もとに指を置くと、唇の柔らかさが感じられてまたどきりとする。

（わたしを、見ておいでだったとおっしゃっていた）

　どき、どき、と心の臓がうるさく鳴る。

（わたしを、離さないと。わたしに……すべてを捧げられると）

　なおも鳴る胸に手を置いて、千歳はその場から動けなかった。御簾はきっちりと閉じられて、雅幸が入ってきた痕は残っていない。

　それでもまだ彼が目の前にいるような気がして、またくちづけをしてくれるような気がして──こんな感情は、知らない。今までに味わったことはない。

　高鳴る胸を押さえながら、千歳は自分が変わっていくのを感じていた。今までの、子供じみた自分ではない──求婚者を持ち、それに応えるだけの度量のある大人の女になった──そのことが千歳を揺さぶり、動揺させる。

（今までのようには、いかないわ）

　残った屋外の空気の冷たさを感じながら、千歳は思った。

（子供みたいにはしゃいだり、立って歩いたり……声を立てて笑うことも許されないのよ）

　それでもそれは、今の千歳にとってはいやなことではなかった。すべてが自分を求めてくれる男ぎみのためだと思うと、自然に身に女らしさが宿るような気がするのだ。

（わたしは、変わった）

　あの、くちづけひとつで。

（もう、やんちゃな千歳ではない……若菜みたいにたおやかに歌を詠み、進んで縫いものをし、髪の手入れに長い時間をかける、大人の女）

　そのことは、驚くほどに誇らしいことだった。今まであんなにいやがっていたのに──自分でも不思議だった。

（雅幸、さま）

　彼の名は胸の奥に麗しく響き、それにまた胸の鼓動をかき立てられながら、千歳はいつまでもそこに座っていた。







　まぁ、と若菜がはしゃいだ声をあげたので、千歳は驚いた。

「素晴らしいことだわ。千歳のよさをわかってくださるかたなのね」

「でも……ただの気まぐれかもしれないわ」

　戸惑いながら、千歳は言った。

「おもうさまに言われたから、仕方がなくわたしを相手にしてくださっているのかも」

「そのようなわけは、ないわ」

　若菜は、きりりと目尻をつりあげて言った。その表情に、千歳はますます驚く。

「おもうさまへの義理で千歳の男ぎみになるのだとしたら、そのような情熱的なことをなさるはずがないもの」

「じ、情熱的……？」

　聞き慣れない言葉に戸惑うと、若菜は「だって、そうじゃない」と澄ましている。

「いきなり御簾を巻きあげて、唇を奪っておいでになるなんて……素敵だわ」

「そう、かしら？」

　なんでもないふうを装ってそう言ったけれど、しかし千歳にとってもあのできごとは、思い出すだに胸の高鳴ることだった。若菜を前にして、落ち着いていられるのが不思議なくらいだ。

「そうよ。それだけ、千歳のことを想っていらっしゃるということだわ。二藍のきみとして、長い間文のやりとりをしていらっしゃる間に、惹かれていったのね。きっと」

「でも、わたし……腑に落ちないわ」

　なおも戸惑いながら、千歳は言った。

「どうして、若菜じゃないのかしら？　若菜のほうが美人だし、歌もうまいし、今までだって何度も求婚があったでしょう？　わたしなんて、見向きもされなかったのに」

「千歳のよさを、よくわかっていらっしゃるかたなのよ」

　若菜は、満面の笑みでそう言った。妹がそのような表情をすることは珍しい。千歳はなおも驚いて若菜を見ながら、首を傾げた。

「わたしの、よさって……？」

「素直で無邪気で、好奇心旺盛なところ」

　問われるのを待っていたかのように、若菜はすらすらと答えた。

「そんな千歳を欲しがらない男ぎみは、いないわ。あなたこそ、理想の女ぎみ……」

「若菜！」

　聞き慣れない絶賛に、千歳は溺れてしまいそうになって声をあげた。そんな千歳を、面白がるように若菜は見ている。

「そんな言葉は、若菜に捧げられるべき……」

「どうして、そんなにわたしのことにこだわるの？」

　首を傾げて、若菜は言った。どきり、と千歳の胸が鳴る。それは昨夜、雅幸にも言われたことだ。

「わたしのことは、関係ないじゃないの。雅幸さまは、千歳がお好き。千歳に惹かれていらっしゃる。そこにどうして、わたしが出てくるの？」

「……それは」

　千歳は言葉を濁した。若菜から目を逸らし、心地悪い思いで座り直した。

「わたしのことなんか、考えないで」

　どこか冷たく、若菜は言った。

「千歳は、自分の幸せだけ考えていればいいの。自分が幸せになることだけ……雅幸さまと結ばれて、たくさん子を産んで。幸せなことだけ、考えていればいいの」

「若菜？」

　彼女の口調が気にかかって、今度は千歳が首を傾げる番だ。若菜はどこか、遠いところを見ているように感じられる。

「若菜、なにを考えているの？」

　生まれたときからずっと一緒、かたときも離れることのなかった妹だけれど、千歳が雅幸の愛を受け入れれば、今までのようには過ごせないのだろう。雅幸は若菜をないがしろにするようなことはないだろうけれど、それでも今までどおりとは行くまい。

「わたし、雅幸さまと若菜なら、若菜を取るわ」

「まぁ、なにを言っているの」

　視線を戻して、若菜は笑った。

「なにがあっても、雅幸さまを取らなくてはだめよ。わたしよりも、雅幸さまのことを考えなくてはだめよ」

「若菜……」

　そう言う妹は、頑なだった。そんな彼女にいつもとは違うなにかを感じ、愛おしい妹との間にぎくしゃくするものが生まれるとすれば、その原因が雅幸なのだとしたら──彼を恨む気持ちさえ抱いだきながら、千歳はうつくしい妹を見ていた。






第二章









　雅幸は毎夜、千歳を訪ねてきた。

　あの夜のように、御簾を巻きあげたりはしない。ただ話をするだけだ。その内容から、彼が今は大学寮に勤める文章博士であること、たくさんの漢詩や歌を知っていて、優しく易しく、それらを教える術を心得ているということを知った。

「雅幸さまとお話をしていると、面白いです」

　千歳が言うと、雅幸は嬉しそうに微笑んだ。

「自分が、物知りになったような気がしますわ。もっと、いろいろなことを教えてください」

「もちろん。喜んで」

　笑みとともに、雅幸は言う。

「千歳さまは聡明でいらっしゃる。お話をしていて、楽しいです」

「わたしなんて……」

　袖口で口を隠して恥じらうと、雅幸は不思議そうに言った。

「どうやら千歳さまは、ご自分の価値に気づいていらっしゃらないようですね」

　不思議なことを、雅幸は口にする。

「いつも妹ぎみとご自分を比較なさいますし。そのようにおっしゃって、ご自分を卑下しているような……」

「だって、どう考えても若菜のほうが優れていますもの」

　少し唇を尖らせて、千歳は言った。

「雅幸さまがどうして若菜を選ばなかったのか。わたしは今でも、疑問に思っています」

「そのようなことを」

　呆れたように雅幸は言い、彼に嫌われたのではないかと千歳は焦燥したけれど、雅幸は立ち去る様子は見せなかった。

「さぁ、今日はこれを」

　雅幸が扇で手のひらを打つと、見慣れない雑色が現れた。彼は手に紙で包まれた平たいものを捧げ持っていて、千歳の女房が御簾を巻き、それを受け取った。

「まぁ……素晴らしい唐衣ですこと」

　女房の感嘆は、千歳の声でもあった。鮮やかな濃こき紅くれないの錦に、螺鈿細工が施してある。燭台の光を受けてきらきらと輝く唐衣は、どれほど素晴らしい姫のためにあつらえたのか、と思うくらいだ。

　雑色が下がり、女房が下がる。再びふたりきりになってもなお、千歳は驚きとともに唐衣を見つめていた。

「このような……うつくしいもの」

　はっ、と千歳はため息をついた。

「若菜に、よく似合いそうですわ。若菜を呼んできてもいいでしょうか」

「私は、千歳さまのためにそれをお持ちしたのです」

　その声が、少し尖っているように思ったのは気のせいだっただろうか。

「若菜さまのことは、せめて私の前ではお忘れください。ここには、私とあなたしかいないのですから」

「雅幸さま……」

　どく、どく、と心の臓が鳴る。そんな千歳の様子がすべて見えているかのように、雅幸は微笑んだ。彼の笑みにはさらに鼓動を誘い出される。彼に惹かれている自分が、はっきりと自覚できるけれど。

「あ、っ」

　ふい、と表の寒さが入り込んできた。ばさりと音がして、御簾が巻きあげられる。驚いて逃げようとしたけれど、大胆に部屋の中に入ってきた雅幸の強い腕に抱きしめられて、円座から腰をずらすことができただけだった。

「雅幸、さま」

　震える声で、千歳は彼を呼んだ。

「おやめください……こんな、ご無体な」

「無体ではありません」

　傍らに、贈られた唐衣が落ちている。このまま放っておいては皺になってしまう──遠い意識の中でそのようなことを考えながら、千歳は雅幸に抱きしめられていた。

「あなただって、望んでいらっしゃる……あなたも、求めていらっしゃる」

「そんな、こと」

　なおも震える声でそう言ったけれど、雅幸は強気だった。千歳を抱きしめたまま、離さない。

「違います……お離しになって。このような、こと」

　千歳は驚いていた。今までの自分なら、立って男を驚かせ、振り払ってでも逃げていただろう。しかし今の千歳は、まるで生まれたばかりの猫の子のように力なく、雅幸の腕に包まれているのだ。

「あなたを、抱きたい」

　耳もとで、雅幸はささやいた。

「あなたを、すっかり私のものにしたい……そのためのお許しを、私はいただいている」

「許してなど、いませんわ」

　震える声で、千歳は応えた。

「あなたにふさわしいのは、若菜のような淑やかな女ぎみ……わたしのようなおてんばなど、ふさわしくありませんわ」

「ほら、そうやって妹ぎみのことを出される」

　雅幸の怒ったような声に、どきりとした。しかし振り返りたくても、彼の腕の力が強くてその顔を見ることは叶わない。

「今は、若菜さまのことは忘れて」

　甘い声で、雅幸は言った。

「私のことだけを、考えてください……ほかのことは、すべて忘れて」

「雅幸さま……」

　あ、と思う間もなかった。千歳はその場に押し伏せられて、のしかかってくる雅幸の顔を見つめる恰好だ。仰向けに、男に組み敷かれて、このような時間が自分に訪れるなど、考えたこともなかった。

「千歳さま」

　名をささやきかけられ、くちづけをされる。一度は知った雅幸の唇だったけれど、嵐のようなあの夜に比して、このたびのくちづけは優しく甘かった。その感覚に千歳は酔い、ちゅく、と吸われては微かな声を洩らした。

「んぁ、あ……ああ、……、っ……」

「ちと、せ、さま」

　掠れた声でそう呼ぶ雅幸も、昂奮しているのかもしれなかった。そう思うと体の芯がたまらなく疼く──はじめての感覚に千歳は戸惑い、戸惑いながらもくちづけの心地よさに溺れていく。

「っあ、あ……ああ、あ……、っ」

　千歳が身を捩らせると、雅幸はその手首を掴んでくる。ぎゅっと力を込められて震え、まるで征服されているかのような感覚にわななき、そうやって自分が女の悦びを知っていくことを、千歳は朧気ながら感じていた。

「ん、……っ、……ん、……っ」

　雅幸はなおもくちづけを深くしてきて、そしてきゅっと力を込めて吸った。ひくん、と千歳の体が震える。それを押さえ込みながら彼は千歳の舌を吸い出し、からめとってはちゅくちゅくと音を立てて吸った。

「いぁ、あ……、ああ……っ、……」

　そうされると、体の芯がますます疼く。そんな自分の反応にどう対応していいかわからず、千歳は掠れた声をあげた。その声をも舐め取ってしまおうというように、雅幸は舌を動かす。

「やぁ、め……、って……」

「いいえ」

　ようやっと絞り出した千歳の声を、雅幸はあっさりと無視した。彼がそんな残酷なことをするとは思わず、千歳は大きく目を見開いた。

「やめません……あなたを、私のものにする。そう言ったはずだ」

「でも、わたし……わ、たし……！」

　戸惑いに声をあげる千歳の唇を解放して、雅幸は彼女を抱きしめた。彼の腕の中でふるふると震え、縋りついた千歳はひと粒涙を流す。

「あなたの女ぎみになれるほど、女らしく……ないのに。あなたの誇りになるような女では、ないわ」

「そういう問題ではない」

　呆れたように、困ったように雅幸は笑っている。

「あなたは、男女の情というものを誤解していらっしゃる」

「誤解……？」

　雅幸の言っていることの意図がわからず、不思議だと首を傾げる千歳に、彼は言う。

「誇りにするために、ほかの者に触れてまわるために、情を交わすのではない」

　ぱちり、と千歳は大きくまばたきをした。

「ただ、あなたが欲しいから。愛おしいから、こうやって……」

「ひ、ぁ……！」

　雅幸の手が、衣の上をすべった。触れられて千歳は大きく震え、その手が重なった衣の中に入り込み、腰の袴の紐に触れたことに、なおもわなないた。

「あなたに、触れたい」

「あ、あ……、っ……」

　しゅる、と音がして、腰紐がほどかれる。袴を下ろされ小袖と襦袢姿にされて、するとたまらない羞恥が全身を襲った。

「いや……、やめ、て……っ」

「いいや、やめない」

　残酷な口調でそう言って、彼は首筋にくちづけてくる。ちゅっと吸われるときりっとした痛みがあって、そこにはきっと痕がついただろうと思う。しかし彼がなぜそのようなことをするのか、そのような場所にくちづけてなにが面白いのか──千歳には理解できない。

「あなたはこうやって、私にもてあそばれるのがよく似合う」

　そのようなことを言って、なおも雅幸は首筋に、そして耳にくちづけてきた。耳の端に唇を押しつけられると、ぞくぞくとした。同時に小袖に隠れている両脚の間が、ちゅくりと少し潤んだような気がする。

「な、……っ、や、ぁ……、っ……」

「あなたも、感じはじめてきましたか？」

　雅幸の言うことは理解できない──したくない。千歳は本能的に女性としての危機を覚える。しかし部屋にふたりきり、体を隠す衣も奪われて、千歳はどうしていいかわからない。

「雅幸さま、も……？」

「私は、最初から昂奮していますよ」

　かりり、と彼の歯が、千歳の耳の端を咬んだ。

「ひ、ぁ！」

「あなたを抱くことができる、などと。考えるだけで、体が熱くなってきます」

「その、ような……こと」

　彼の言葉の意味はよくわからずとも、童の交わす会話ではないことは、千歳にもわかる。ついこの間まで雪に戯れて遊んでいた千歳が、男ぎみを迎え──体を重ねるとは。今までに考えもしなかったことだった。

「あ、あ……あ、あ！」

　雅幸の手は胸に触れ、布越しの乳房を掴んできた。今まで自分のそのような場所に膨らみがあることを意識したこともなかった千歳は、驚きに目を見開き、耳にくちづけられたとき以上にびりびりと全身を走る感覚に驚いていた。

「や、ぁ……、っ、なに……これ」

「あなたが、感じている証ですよ」

　嬉しげに、雅幸は言った。

「あなたが私の手に感じてくれている……あなたが女だという、証だ」

「お、んな……」

　その言葉を、しみじみと噛みしめた。自分がそのように甘く呼ばれることがあるとは、今まで思いもしなかったのに。

「あ、あ……っ……！」

　胸を揉みしだかれると、先端が硬く尖ってくる。乳首は雅幸の手のひらを感じて形を変え、そこから痛いほどの感覚が伝わってくる。

「や、ぁ……ぁ、あ……あ、あ」

「あなたが、どのくらい」

　はっ、と熱い息をこぼしながら、雅幸は言った。

「感じてくださっているか……見せてください」

「み、せる？」

　彼はまた、不可解なことを言う。この感覚をどう表せばいいのか──淫らなことを言わされるのだろうか。しかし千歳にはそのための語彙などなくて、そのことは雅幸とてわかっているだろうに。

　それ以上、雅幸はなにも言わなかった。ただ体を起こし、千歳と重ね合っていた体温を遠ざけてしまう。にわかに身を襲った寒気に千歳は震えたけれど、雅幸が腰帯に手をかけたのを知って、大きく息を吸う。

「だ、め……！」

　千歳は、大きな声で叫んだ。

「これ以上……、肌を晒す、なんて」

「私が、あなたの肌を見たいのです」

　彼はそう言って、小袖の合わせを開く。隙間から手を差し込み、ぐいと押し開いた。すると千歳の、湯浴みのときにすら露にしない乳房がまろび出て、千歳は大きく目を見開いた。

「うつくしい」

　はっ、と雅幸は感嘆の声をあげた。

「まことに、うつくしい肌……あの雪よりも、なお白く……輝くような」

「や、めて……」

「いいえ、やめません」

　逆らえない口調で、雅幸は言った。

「あなたの肌を、こうやって知ってしまっては……もう、後戻りなどできませんからね」

「もとより」

　荒い息を吸いながら、千歳は応える。

「あと、もどりなんて……するつもりは、ないくせに」

　千歳が言うと、雅幸はくすくすと笑った。その笑い声は耳に心地よく、千歳も笑おうとしたのだけれど。

「あ、あ……ああ、あ……、っ！」

　露になった乳房を、ぎゅっと揉まれた。力を込められて千歳は瞠目し、伝わってくる感覚に声をあげる。

「いぁ、あ、あ……、あ、ああ……、っ……！」

「柔らかくて、いい心地ですよ……」

　息を吐きながら、雅幸は言う。

「摘みたての果実、降ったばかりの雪……あなたの前では、語彙などというものはなくなってしまいますね」

「博士で、いらっしゃるくせに……！」

「学がく生しょうたちには見せられない姿です」

　どこか戯けた調子で雅幸は言ったけれど、戯けてばかりの口調ではないこともわかる。こうしているのはたまらなく恥ずかしかったけれど、雅幸も昂奮しているのだと思うと、千歳にもたまらないものがこみあげてくる。

「あ、あ……っ、……っ、……、っ」

　雅幸はもうひとつの手で、もう片方の乳房も掴んでしまう。そうやって双方の乳房に触れられていると、徐々に両脚の間が濡れていくのに気がついた。

「わ、たし……おかしい」

「おかしい？　なにがです？」

　それを告白するのはどうしようもない羞恥だったけれど、しかしなにも言わないわけにはいかなかった。小袖をはぐられれば、そこは露になるだろう。そのときに濡れているのを見られるよりは──。

「あ、しの……間が、濡れるの」

「ふふ」

　しかし雅幸は、千歳の思ったような反応を見せなかった。それどころか、そんな千歳が愛おしいとでもいうように、目に情欲を滲ませて千歳を見つめるのだ。

「それでこそ、あなたが私に欲情してくださっているということ」

「よ、くじょう……？」

「私を男だと認めてくださっているということですよ」

「認めるも、なにも……雅幸さまは、男のかただわ」

　なおも雅幸は笑う。彼の片手は乳房に触れながら、もうひとつの手が帯をほどく。小袖の前を広げる。すると濡れたところに、ひやりとした空気が忍び込んできた。

「女のかたが、ここを濡らして」

「きゃ、っ！」

「それは、どういうことか……、わかりますか……？」

　再び千歳にくちづけながら、雅幸は言う。しかし千歳には彼の意図がわからず、ついぽかんとして彼を見つめてしまった。

「ここで、男を受け挿れるということですよ」

「うけ、……いれ……る」

　教えられた言葉を、ゆっくりと反芻する。雅幸はうなずき、呑み込みのいい学生にそうするように──千歳は見たことがないけれど──にっこりと笑みを作った。

「そう。あなたはなにも、懸念することはない」

　そっと、千歳の秘所を撫でながら、雅幸は言った。千歳はひくりと腰を跳ねさせ、すると両脚の間にするりと指が挿ってくる。

「いぁ、ああ……ああ、あ、あ！」

「ほら、もうこんなに潤んで」

　千歳の頬にくちづけながら、雅幸は言う。

「私を受け挿れる準備をしてくださっているのですね……？　これほどに嬉しいこともない」

「う、れしいの……？」

　彼の手は、優しく千歳に触れる。だから千歳も我を忘れるようなことはなく、それでも掠れた声で彼に尋ねた。

「わたしに触れて……嬉しい？」

「ええ、もちろん」

　千歳の頬に、ちゅっと音のするくちづけを落としながら、雅幸は言った。

「自分の手がふたつしかないことが、もどかしい。たくさんあれば、それだけあなたにたくさん触れられるのに」

「まぁ、雅幸さまったら」

　千歳は、くすくすと笑った──同時に彼の指がうごめき、ちゅくんと秘所にすべり込んだことに大きく体を反応させた。

「いぁ、あ……、ああ、あ！」

「ここをもっと慣らして、濡らして」

　少しずつ乱れはじめた口調で、雅幸は言う。

「私を受け挿れていただくのです……。深く深く、あなたの奥まで」

「っぁ、あ……あ、あ……あ、あ、あ！」

　人の指ではじめて触れられるそこは、まるで雪解けのぬかるみのようだ。くちゅ、くちゅ、とあがる音が淫らなもので、これから未知のことがはじまる──そんな予感に千歳は震え、その体を雅幸のもうひとつの手が抱きしめる。

「怖がらないで」

　昂奮に乱れた、しかし優しい声で雅幸は言った。

「あなたを、怖がらせたくはない……けれど。はじめてのことは、怖いかもしれない」

「大丈夫、だわ」

　気丈を保って、千歳は言った。

「平気……あなたが、わたしを傷つけることなど、ないのだもの」

　千歳がそう言うと、雅幸は少し困ったような顔をした。なにゆえだろう──理由はわからないまでも、しかし千歳には、雅幸に任せておけばなにも案ずることはないという思いがあった。

「傷つけはしません……決して」

　どこか思い詰めたような口調で、雅幸は言った。

「あなたを、どこまでも……優しく扱うと誓います。だからあなたも、協力して」

「協力……？」

　千歳には理解できないことを、雅幸は口にした。協力とはどういう意味だろう。千歳はなにをすればいいのだろう。

「どうすれば、いいの」

「ゆっくり……脚を、開いて」

　千歳は大きく目を見開いた。そのような恥ずかしいことは、できない。そう思ったけれど『協力』という言葉を思い出して、そうしなければ雅幸は千歳を優しく扱うことができないのかもしれないのだと思って、千歳はうなずいた。ぎゅっと目を瞑って、そっと脚を開いた。

「ああ……っ、っ……、っ……！」

　すると、ぬちゅりという感覚とともに雅幸の指が挿ってくる。最初は一本、それは千歳の蜜襞を拡げて、そして二本目が挿ってきた。

「っああ、あ……、っ、……、ああ、あ！」

「どうですか……、千歳さま」

　途切れ途切れの声で、雅幸はささやく。

「痛みますか？　いやなところは、ありませんか……？」

「は、ぁ……、っ……、っ……」

　いやなところと言われれば、脚を開いている体勢がたまらなく恥ずかしい。しかしそうしなくてはこの先痛い思いをするというのなら──千歳に羞恥を強いることが雅幸の優しさだというのなら、千歳は我慢できると思った。

「いや、じゃないわ」

　絞り出すようにそう言った千歳が、羞恥に耐えているのだと雅幸は気づいただろう。それでも協力しようとする千歳をいじらしく思ったのか、それ以上追求することはなかった。

「そう。それなら……」

「あ、っ……っ、あ、あ、ああ、あっ！」

　中で指がうごめく、内壁の柔らかさを味わうように動くそれは、千歳の快楽を──それは確かに、快楽だった──呼び起こし、身悶える千歳の体を、雅幸はそっと押さえつけた。

「やぁ、あ、ああ、あ……、っ……」

「これほどに、感じてくださっている」

　千歳の嬌声に混じって、衣擦れの音がした。しかしなおも指で乱されて、千歳には確認する余裕などない。

「あなたの、感じているお顔……お姿。これほどに素晴らしいものだとは思わなかった」

「いぁ、あ……あ、ん、っ……！」

「指、増やしますよ……？」

　三本目の指は、柔らかい肉をかきわけながら挿ってきた。ほかの指もつられて深く挿り込み、千歳はひくひくと体を震わせる。

「だめ、……、ああ、だめ……っ」

「しかしあなたは、感じてくださっている」

　荒い吐息とともに、雅幸は言った。

「これほどに……あなたの体が柔らかくて……、味わい深いものだとは」

「やぁ、あ……ああ、ん、っ……、っ……」

　ぬちゃぬちゃと指が挿り込み、あふれる蜜液をかきまわしながら中でうごめく。感じさせられる指の動きに耐えがたく、千歳はきゅうと秘所に力を込めた。ひく、ひくっ、と脚が震える。内腿が、軽く痙攣する。

「んぁ、あ……あ、ああ……、っ、……」

　千歳は反射的に、手を伸ばした。雅幸の腕につかまり、なおもひくひくと下肢をわななかせる。

「だ、め……だめなの、こんな、の……っ……」

「ああ、もう……」

　追いつめられたような口調で、雅幸は声をあげた。それに目を見開いた千歳は、雅幸が今までにない、獣じみた顔をしていることに気がついた。

「あなたを、喰らおう」

　そんな獣の顔のまま、雅幸は言った。

「あなたを……奥の奥まで、喰らってしまおう」

「あ、や……、っ……」

　それがどういう意味なのかは、わからない。しかしまさに喰われると感じた千歳は逃げようとし、しかし今までになく大きく足を拡げさせられて、なおも瞠目した。

　雅幸は、いつの間にか小袖姿になっていた。ともに露わな姿であるのを恥ずかしいと思い、彼が下肢を重ねてくるのを不思議に思い──指を引き抜かれて、はっとした。

「ち、とせ、さま」

　掠れた声で、彼は言った。

「今から……まいります。あなたを、犯しに」

「やっ……ああ、あ、……、ああ、あ……、っ」

　指が挿っていたところに、なにか太く熱いものが押しつけられる。それがなにかと感じる前に、にゅくりと大きなものが挿ってきた。

「んぁ、あ……あ、あ、あ……あ！」

　それは、柔らかい蜜肉を押し破った。ずん、となにかが弾けるような感覚はあったけれど、痛みはない。千歳の秘所は柔らかく雅幸の突き込んだものを包んで、奥へと誘うようにうごめく。

「あ、は……、っ、……、っ、……、っ」

　同時に、指を挿れられていたときよりも、もっと感じるものがある。直接快感を受け止める神経に触れられて、千歳は喘いだ。身を仰け反らせて、反応する。

「ふぁ、あ……あ、あ……、ああ、あ……！」

「千歳さま、ち、とせさま……」

　雅幸も、なにか助けを求めるかのように小さな声をあげている。その声も、また快楽だった。千歳は背を反らせて雅幸に応え、そんな彼女を追いかけるように、雅幸は腰を進める。

「あぁ、あ……あ、ああ……、雅幸、さま……」

　自分でも、どのような声を洩らしているのかわからない。ただ迫りあがる愉悦に耐え、身を引き攣らせ、声をあげ、たまらない感覚に打ち震えている。

「ふ、あ、あ……ああ、あ……ああ、あ、あ！」

「ん、っ……」

　じゅく、じゅく、と熱杭が挿り込んでくる──深くを犯す。内壁の柔らかさを味わうように雅幸はゆっくりと腰を押し進め、もっと深くと千歳の膣な内かを暴く。

「やぁ、……あ、ああ……、っ……、っ……」

　ずん、ともっとも深いところを突かれて、千歳は瞠目した。目の端から生温かい涙が流れていく。雅幸は、音を立てて千歳の涙を啜った。

「痛い？」

「いたく、ない……わ」

　それは嘘ではなかった。感じるのは未知の快感ばかりで、それは美味しいものを食べたり柔らかい衣に身を包んだり、それらとはまったく違う感覚だったけれど、千歳の体は確かに雅幸に与えられるものを、快楽だと感じ取っていた。

「気持ちいい……、気持ちいい、の……！」

「ええ、私も」

　雅幸は薄く微笑んだ。そして彼の感じている快楽を千歳の体に教え込むように、大きく腰を押しつけた。

「いぁ、ああ……ああ、……ああ、あ、あ！」

　ふたりの秘所が、重なり合う。彼の淫毛に敏感な秘芽を擦られて、千歳はびくびくと体を震わせる。

「だ、め……、それ、だめなの……！」

「痛いのですか？」

「違うわ……、違う、けれど」

　いつの間にか、千歳は腿で雅幸の腰を挟む恰好になっている。秘奥も、秘所も、芽も内腿も、感じるところをすべて擦られて、下肢からはぞっとするような快楽が迫りあがった。

「違う……、ああ、違うの。ここ、こんな……あ、あ、あ！」

「どう違うのですか？」

　雅幸は冷静とも取れる口調でそう言ったけれど、言葉の端々は欲情に滲んでいる。彼も感じていることを知って安堵を感じたけれど、しかし腰からあがってくる感覚には耐えがたい。

「気持ち、よすぎて……」

「そう？」

　千歳は目を見開いて、雅幸を見た。彼の目に自分が映っているのがわかるくらいに近くにあって、彼の乱れた呼気を唇に感じる。くちづける。

「ん、ん……、っ、……、っ」

「っ、む」

　いきなり舌を絡める、激しいものになった。くちゃくちゃと音が立つ。唇と下肢と、二箇所で繋がっているというのが感じられる。そのことが、千歳の昂奮をいや増した。

「っ、ん、……ん、んっ、……ん、っ」

　雅幸の背に腕をまわし、強く抱きしめた。すると接合はますます深くなり、ふたりの体はまるでひとつになったかのようだった。

「んや、や……、ぁ、ああ……、っ、……！」

　ずん、ずん、と深い場所を突かれる。引き抜いては突き、また引いて、その刺激が媚肉を追いあげる。最奥まで受け挿れて、引かれてまた突きあげられて、繰り返される動きに、千歳は激しく啼いた。

「あ、あ……ああ、あ……、っ……、っ……！」

「千歳、さま」

　くぐもった声で、雅幸がささやいた。

「あなたの、中に」

「……わたし、の……？」

　雅幸は、不可解なことを言った。

「私の欲を、受け止めて……すべてを受け挿れて？」

「……ええ」

　精いっぱい、千歳は肯定の意思を示した。

「あなたのすることなら、なんだって」

「ありがとう……」

　そう言って彼は、さらに腰を突きあげた。今まで以上に深い場所を擦られる。千歳の体は大きく仰け反って、そして中で弾ける熱すぎる熱に気がついた。

「あ、あ……ああ、あ……、ッ、……っ……！」

「ふ、っ……」

　雅幸が途切れ途切れの声を洩らす。その声音も、中に放たれた液体も、なおも擦りあげられる感覚も、なにもかもに感じた。千歳は声をあげながら身を反らせ、雅幸に強く抱きついた。

「雅幸さま……、まさ、ゆきさ……、ま……」

　ふいに視界が、はっきりとした。目の前の、自分の泣き顔を映す雅幸の瞳に気がつく。そしてそれが色を変えていることに、どきりとした。

（雅幸さま……？）

　彼の左目が、紫色に見える──千歳の目にはそう映ったのだけれど、なおも突きあげてくる感覚に、ぐちゃぐちゃという艶めかしい音に、すぐにそのことは意識の外に放り出される。

「いぁ、あ……あ、あ……、っ……！」

　放ったあとも彼は続けざまに抽挿を繰り返し、千歳を絶頂に押しあげたままだ。意識が薄くなる、彼を感じる神経以外、すべてが感覚を失ってしまう。

「っあ、あ……ああ、あ……、っ……」

「ちと、せ……さま」

　最後に耳に残ったのは、雅幸の声だった。切羽詰まったような掠れた声はどうしようもなく淫靡で、それに千歳は、大きく身を震わせた。







　ふいと、意識が鮮明になった。

　千歳は目を開ける。すると御簾を通して雪に反射する月明かりが流れ込んできていることに気がついた。

「雅幸、さま？」

「お目覚めですか、千歳さま」

　その声に、はっとする。懸命に眠い目を開けると、そこには雅幸がいた。小袖をきちんとまとっていて、しかし小袖一枚という、普段人には見せない姿であることはあまりにも恥じらいを誘う。千歳は慌てて、視線を逸らせた。

「お体に、不都合なところはありませんか？」

「ない、わ……」

　自分の声が掠れている。体、と言われて、彼に開かれたはじめての経験のことを思い起こしたけれど、不快なところはどこにもない。千歳も、小袖をきちんと着ている。

「なら、いいのです」

　安堵したように、雅幸が息をつく。

「あなたのお体にご負担がかからないか、そればかり心配しておりました」

「そ、んな……」

　自分の体を注意してみると、確かに違和感はある。両脚の間はなにかをくわえ込んだようで、しかしべとついた感覚はない──誰かが拭ってくれたのだろうという意識とともに、なにがあったのかをすっかりと思い出した。

「わ、たし……！」

「ああ、そのように思うことはありませんよ」

　千歳の心中をきちんと理解しているというような雅幸は、にっこりと微笑んだ。

「あなたは、とても素晴らしかった……私にあなたの体をいたわる気持ちがなければ、このままもう一度……と思ってしまうところです」

「そ、んな……」

　千歳は頬を赤らめた。そんな千歳の髪を雅幸は撫でる。そうされると安心した。まるで母に髪を撫でられているときのようだ。

「おたあさまみたい……」

　そう千歳が言うと、雅幸は複雑な顔をした。千歳は、くすくすと笑う。雅幸はなおも千歳の髪を撫で続け、うたうように言った。

「あなたの髪に、触れてみたかったのです」

「まぁ……」

　男が女の髪に触れるということは、すなわち性的な愛玩を示していることにほかならない。雅幸がそのように淫らなことを言うとは思わず、千歳は目を何度もしばたたかせた。

「ああ、そのようなお顔をしないで」

　今度は雅幸は、困ったような顔をする。

「おかしな意味で言ったのではないのですよ……ただ、あなたの髪がとてもうつくしいと思っていたので。それで」

「若菜が、手入れをしてくれるのです」

　ついさっき、若菜の話はするなと言われたところだ。しかし彼女のことに言及しないわけにはいかなくて、だから小さな声で千歳は言った。

「若菜も、わたしの髪をきれいだと言ってくれます。毎日泔ゆするで梳くしけずってくれて……先端まで、丁寧に」

「それはそれは」

　感嘆したように、雅幸は言った。

「さぞかし、若菜さまの心が籠もっているのでしょう……でも」

「でも？」

　雅幸の言葉に、千歳は首を傾げた。

「これからは、そのお役目は私にさせていただきたい」

「雅幸さまに？」

　驚いて千歳は、声をあげた。

「では、私は雅幸さまとご一緒に住まなくてはなりませんわ。毎日手入れをしていただくのなら」

「ええ、もちろんそのつもりですよ」

　雅幸がそう言ったので、千歳は驚いた。大きく目を瞠って、そこに映る雅幸はいたずらめいた表情をしている。

「今日明日、というわけにはいきませんけれどね。あなたとともに、新しい邸に住みたい」

「雅幸さま……」

　てっきり一生をこの邸で過ごすのだと思っていた千歳には、意外な提案だった。千歳はなおも目をぱちくりさせる。

「いずれは、そうなるということですよ。覚悟しておいてください」

　そう言って雅幸は、千歳のこめかみにくちづけをした。千歳が思わず声をあげると、彼は楽しげな表情を見せる。

「感じましたか？」

「……これが、感じるということなのなら」

「では、もう一度……あなたを抱いてもいい？」

　顔を寄せて、雅幸は尋ねてきた。めくるめく時間が再びやってくることを思い、千歳は目を閉じる。目もとに頬に、唇を落とされた。その感覚に小刻みに震えながら、雅幸の与えてくれる感覚を待つ。

「千歳さま」

　それは、まるで夢のような時間だった。






第三章









　千歳、千歳、と名を呼ばれて、はっとした。

「千歳ってば。さっきから、呼んでいるのに」

「ごめんなさい……」

　目の前には若菜がいて、千歳を軽く睨みつけている。肩をすくめて謝ると「まぁ、いいけれど」と返された。

「千歳は、幸せの絶頂だものね」

「幸せの……？」

　千歳は首を傾げる。若菜は、彼女には珍しいいたずらめいた表情になって、千歳に顔を寄せてきた。

「そりゃそうでしょう、雅幸さまに妻問いをされて、三日のお通いがあって。今が幸せでなくて、なんだっていうの？」

「それは、そう、だけれど」

　三日夜の餅をふたりで食べて、千歳は雅幸と夫婦になった。千歳は、縫っていた袿から目をあげる。ちらりと見ると若菜の縫っている小袖はきちんと縫い目が揃っているのに、千歳のそれはがたがただ。

（本当に、若菜には敵わない）

　別段、妹を敵視しているわけではない。しかしこうもあからさまに差を見せつけられてしまうと、今まで以上にがっかりとした思いから抜け出せない。

「千歳は、今までどおりここに住むの？　それとも雅幸さまとご一緒に？」

「わ、若菜！」

　縫いものの腕の差を見せつけられてがっかりしていた千歳は、それ以上に若菜の言葉に驚いて目を見開いた。

「わたしを追い出すつもりなの!?　わたし、ずっと若菜と一緒にいたいわ！」

「追い出すつもりなんてないけれど」

　若菜は、千歳がなぜそれほどに驚いているのかわからない、という表情でこちらを見ている。

「けれど、わたしが常に一緒では、雅幸さまもお通いになるのが難しいのではないかと思ったのよ」

「難しくなんかないわ！　雅幸さまのお通いがなくても、わたしは若菜と一緒にいたいのに！」

「まぁ、それはありがとう」

　にっこりと、若菜は微笑んだ。

「でも、いつまでもわたしと一緒というわけにはいかないでしょう？　いつかは、離ればなれになるのだから」

「離ればなれになんてならないわ！」

　なおも千歳は、声をあげた。

「わたし、ずっとここにいるの……ここで、若菜と一緒に過ごすの。ずっと、ずっとよ」

「けれども、わたしが結婚したらどうするの？」

　首を傾げて、若菜は問うた。

「結婚して、この家を出て行ったら？　そこまで一緒だなんて、千歳にも言えないはずよ」

「それは、そう……だけれど」

　千歳はうつむいてしまった。縫いものの続きをするでもなく、もじもじと指先を動かしている姉を見て、若菜は微笑む。

「わたしのことはいいの。わたしは、結婚する気などないし」

「なぜ？」

　勢いづいてそう尋ねると、若菜はふいと視線を逸らせてしまう。

「わたしのような娘を、欲しいと言ってくださるかたは、いないわ」

「そんなこと！」

　千歳は、声をあげた。

「若菜こそ、どんな殿方も欲しがる……素敵な娘で。雅幸さまはわたしと若菜をお間違えになった、今でもそう思っているのに」

「それは、雅幸さまへの侮辱よ？」

　どきりとするようなことを、若菜は言った。

「いくらふたごでも、間違えて娶るなんて。そのようなこと、あり得ないわ。いくらわたしたちが似ていると言っても……雅幸さまに限って、間違えたりしない」

「その確信は、なに？」

　なにもかもを知り抜いているような若菜に縋る思いで、千歳は尋ねた。

「どうして、雅幸さまが若菜ではない、わたしを選んだのかわかるというの？　わたしにはわからない……どうしたって、若菜のほうが素敵なのに」

「だから、そう言うのはおやめなさい」

　若菜の指が、そっと千歳の唇に触れる。きゅっと柔らかいところを押されて、千歳は黙った。

「わたしのことを引き合いに出すのはやめて。雅幸さまは昔から千歳のことをごらんになっていた。十六になったお正月に、求婚された……それが、どうして不満なの？」

「不満、なのではないけれど」

　千歳は言葉に詰まった。若菜は、この話はこれでおしまい、というようににっこりと微笑んだ。その笑顔にたじろいで、千歳はもうなにも言えなくなる。

（雅幸さまも、わたしを好いているとおっしゃってくださったけれど）

　その情念のほどは、あの行為ですべてが明らかになったように思うけれど。

（でも、どうして若菜ではないのかわからないの。もうすでに、若菜に男ぎみがいるというのなら、まだわかるけれど……）

　そう考えて、はっとした。千歳は恐る恐る、口を開く。

「若菜には……もしかして、通ってくる男ぎみがいるの？」

　千歳のことばに、若菜は呆気にとられたという顔をした。

「だから、雅幸さまも若菜を諦められたのかしら？　知らないのは、わたしだけ？」

「そのようなかた、いないわ」

　困ったように、若菜は言った。

「千歳、どうしても雅幸さまの寵愛があなたにあると考えたくない理由はなに？　どうして、わたしを引き合いに出したがるの？」

「だって……」

　叱られた童のように、千歳は肩をすくめた。

「雅幸さまは、素敵だし」

「ええ」

「若菜は、女らしくて。縫いものも、歌も、手跡てもなにもかも素晴らしくて……わたしなんかが敵うわけないの、わかっているくせに」

「千歳、恋というものは、そういうものではないわよ」

　窘める口調で、若菜は言った。

「縫いものがうまいから、歌がうまいから、そんな理由で女を好きになるものでもないわ。雅幸さまには千歳が好ましく映った、千歳も雅幸さまを悪しからず思っている。それでいいじゃないの」

「……でも」

　千歳は、なおもすっきりとしなかった。なにもかもが千歳より優れている若菜が、なぜ選ばれなかったのか。なぜ女として劣る自分なのか。その理由がわからなくては、どうしても納得できないと思うのだ。

　しかし若菜はこの調子だし、雅幸も若菜のことを話題にするのを好まないようだった。千歳にはわからない──自分が選ばれた理由が。長い間の文のやりとりだけで、妻に迎えるほどに惹かれるものなのだろうか。

「さ、そのようなことを言っていないで。縫いもの、進めましょう？　千歳だって、新しい袿が欲しいって言ってたじゃないの」

「それは、欲しい……けれど」

　雅幸が贈ってくれた唐衣は、あまりにも豪華でほかの衣装と釣り合いが取れなかった。あれを着こなすには袿も打衣も、なにもかも新調しなければいけないと思ったのだ。

「女房たちにも縫わせているのだから、千歳が一番手が遅いようではだめよ？　早くうつくしく縫って、女房たちの見本にならなくちゃ」

「それはわたしが、結婚したから？」

　女房たちの見本になるようなことはできないと、知っているくせに。どこか拗ねた思いで千歳はそう言って、すると若菜は笑った。

「そうね。それもある、けれど」

　そう言って若菜はため息をついた。雪が積もる庭先を見やって、ほぅ、と悩ましい息をつく。

「なんといっても、千歳は大ぎみなのだから。この家の、家刀自なのだから」

「若菜だって、中なかのきみじゃないの」

　責任を押しつけられたような思いがして、千歳は声をあげた。

「大ぎみと、中きみと……なにがそれほどに、違うというの」

「違うわ……、まったく、違うわよ」

　そんな若菜の言葉に、はっとした。

「千歳は、大切な大ぎみ」

　うたうように、若菜は言った。

「その大ぎみが婿ぎみを迎えたんだもの……わたしも、もっと晴れやかでいなくちゃね」

「若菜……」

「あなたもよ、千歳」

　今度は若菜は、千歳の額をちょんとつついた。

「婿取りをした大ぎみの自覚を持って。この家に住むにせよ、雅幸さまと住むにせよ、堂々と世間に向かって胸を張らなくてはいけないわ」

「まるで、若菜には堂々とできない理由があるみたいね」

　説教じみた口調の若菜が、少し憎らしかった。だから千歳は、唇を尖らせてそう言ったのだけれど。

「そうね……わたしは、おもうさまたちには申し訳のない娘だから」

「若菜？」

「だから千歳には、ちゃんとした幸せを掴んでほしいのよ。誰憚ることのない、真正面からの幸せを」

「なにを、言っているの？」

　ときどき、若菜は──否、以前から、こうやって突き放したものの言いかたをすることがあった。まるで自分の存在など、どうでもいいかのように。自分は世に隠れるべき日陰者であるかのような。

「最近、若菜はおかしいわ。どうしてそのようなことを……」

「千歳が結婚したから、かもね」

　少しさみしそうに、若菜は言った。

「わたしとは違う場所に住んでいる千歳が、羨ましいのかも」

「もしかして、若菜」

　ごくり、と固唾を呑んで、千歳は言った。

「雅幸さまを、お慕いしているの……？」

　若菜は、きょとんと目を見開いた。彼女らしくもない表情をしばし浮かべ、そして弾けたように笑い出した。

「まさか！　それはもちろん、素敵なかただとは思うけれど。でも、姉の男ぎみに懸想するほど、恋の相手には不自由はしていなくてよ？」

　その言葉に、ほっとしたような、それでいてひっかかるような。恐る恐る、千歳は言った。

「若菜には……、わたしの知らない、男ぎみがいるの？」

「さぁ、どうでしょう？」

　やはりいたずらめいた表情で若菜はそう言って、そして再び縫いものをはじめた。楽しげな、それでいて取っつきにくい雰囲気をまとった若菜に、千歳はそれ以上声をかけられなかった。







　どうして自分なのか、若菜ではなかったのか。その疑問はなおも千歳の中に燻って、まるで熾火のように胸に残り続ける。

　そのようなことを考えて眠ったせいか、その日は悪い夢を見たような気がする。なにがなにとは言えないけれど、胸を押し潰すような悪夢──千歳は息をするのが精いっぱいで、ぜいぜいと荒い呼気を吐いていて。それは目覚めてからも、続いていた。

「千歳さま、お加減がお悪いのですか？」

　乳母がそう尋ねてきたのに、うなずくのがやっとだった。千歳は帳台から起きあがろうとし、しかし胸の上になにか重いものが載っているかのように、体を起こすことができない。

「まぁ、千歳さま！」

　乳母の悲鳴に、女房たちが、そして若菜が駆けつける。千歳の様子を見て、悲鳴をあげている。

「だい、じょうぶ……」

　掠れた声で、千歳は言った。

「少し、疲れただけ……」

「疲れただけで、そのようにおなりになりますか！」

　まるで千歳が悪いかのように声をあげた乳母は、薬湯やら盥やら、濡れた布やらを持ってこさせる。その間も千歳はぜいぜいと息をするばかりで、自分の身になにが起こったのか、まったくわからなかった。

「千歳、気分が悪いの？」

　優しい声で、若菜が尋ねてきた。

「それとも、頭が痛むの？　胸が？　どんな状態なのかだけでも、教えてよ」

「む、ねが……」

　苦しい、と訴える声も形になっていなくて、ああ、自分は本当に病になってしまった──なにか障りをするようなことがあっただろうか、なにか不吉なものに触れただろうか。そんな思いに、苛まれるばかり。

「薬湯よ、飲んで」

　そう言われても、体を起こすことができない。魘されるような苦しみの中、千歳は微かに目を見開いて、心配そうな若菜の顔を見つけた。

（若菜のことを、嫉んだからかしら）

　朧気な意識の中で、千歳は思った。

（雅幸さまに愛されるのは若菜こそ、と思ったからかしら。だからこんな……）

　いいえ、と胸の奥で、千歳は叫んだ。

（だって、本当に……若菜こそが愛されるべき娘なのだもの。なにもかもに優れている、若菜……わたしの、妹）

　ぜぇ、と吐いた息は喘鳴していて、その音にぎょっとする。乳母や女房たちもそうだったらしく、彼女たちの悲鳴が不吉に響いた。

（いっそ雅幸さまが、間違っていたとおっしゃってくだされば、楽になれるのかしら）

　褥の上で、千歳はそのようなことを考えた。

（本当は、若菜こそを愛していたと……わたしのような娘ではない、まことに娘らしい、若菜を）

　若菜の言うとおり、それは雅幸への侮辱になる考えなのかもしれなかった。しかし雅幸に求婚されたときから、逃れることのできない考え──若菜が、若菜こそが。

（雅幸さまがそうおっしゃってくだされば、楽になれるのかしら。楽になりたい……こんな苦しいのは、いや！）

　千歳は、ぎゅっと目を瞑った。冷や汗がこめかみを流れ落ちていくのが感じられる。自分の病状は、どれほどのものなのだろう。このまま死んでしまうのだろうか。

（雅幸さまになにも言い残さずに死ぬのは、いやだわ）

　意識の途切れる間際、千歳はそう思った。

（わたしが死んだら、若菜を娶ってくださるようにお願いするわ……だってきっと、雅幸さまは間違っておられるだけなのだもの。わたしと若菜を、取り違えておられるだけなのだもの）

　はぁ、と息をついて、暗い闇の中に沈んでいく。けけけけ、と奇妙な笑い声が聞こえたのは、気のせいだっただろうか。







　ふいと、妙な声が聞こえて目が覚めた。

　胸の苦しいのは治っていない。ここはあの世だろうか、それとも自分はまだ、現世に留まっているのか。

「千歳……！」

　若菜の声がした。自分はまだこの世にいるらしい。息を吐いて、目を開ける。するとそこには確かに若菜がいて、やはり自分は死ななかったのだと安堵したような──がっかりしたような。

「千歳、しっかりと気を持って」

　若菜は千歳の手を握りしめて、そう言った。妹の手が、とても冷たい──まるで雪の塊のよう。ぶるり、と千歳は身を震わせた。

「おもうさまと、おたあさまと……雅幸さまのもとに戻ることを、考えるのよ。ほかのことを考えてはだめ……ただ、そのお三方のことを」

「若菜？」

　なぜその中に、若菜が入っていないのだろう。若菜のことこそを考えるべきだと思うのに、どうして若菜のことを考えてはいけないのだろう。

「どうして……？」

　掠れた声ながら、思ったことを口にした。若菜がその声を確かにとらえたかどうかはわからなかったけれど、彼女はどこかさみしそうな表情で、うなずいた。

「わたしのことを、考えてはだめなの」

　なおも千歳の手を握ったまま、遠くから響いてくるような声で若菜は言った。

「わたしは──だから。だから、だめ」

「なに？　なんて言ったの、若菜」

　しかしそれ以上、若菜の声は聞こえなかった。千歳は深い闇の中に沈んでいくような感覚と同時に、再びの眠りに落ちていく。







　懐かしいような、聞き慣れないような。そんな声を耳にして、千歳は目を開ける。

　涼やかな香が鼻を衝く。苦しみの中にいる身にその香りは濃すぎて、千歳は弱々しく咳をした。それに、わっと声がした。千歳は驚いて、目を見開いた。

「千歳さま、お胸はまだ苦しいですか？」

　誰かの声に、はっとした。まだ少しの苦しさはあるものの、すっかり体調は戻っている。今すぐにでも起きあがれそうだ。

「お起きにならないで」

　誰かの声──それが雅幸のものであるということに、千歳は気がついた。

「雅幸さま？」

　なぜ、ここに。その疑問は、しかし形にはならなかったらしい。

「ええ、私です。千歳さまの病を治めに、まいりましてございます」

　まわりには乳母も女房もいる。ちらりと視界の端を掠めた錦の唐衣は、母のものだろうか。いくら妻の部屋だとはいえ、女たちが集まっている中に雅幸がいるとは、いったいどういうことなのだろう。

「もう、お苦しくはないでしょう。物の怪は、取り払いました」

「物の怪ですって？」

　千歳は自分でも驚くほどの声をあげ、まわりの者が驚愕している。

「おまえ、そんな大きな声をあげても大丈夫なの？」

　そう言ったのは、母の声だ。

「さきほどまで、息もなかったというのに……もう、そんなに元気に」

「北の方さま、まだ油断はなりませぬ」

　雅幸が、厳しい声で窘めた。

「物の怪は去ったとはいえ、一時的なことかもしれません。ゆめ、大声をあげさせたりはなさいませんように」

「ですが、雅幸さま」

　縋るように、母は声をあげた。

「千歳を抱きしめてやりとうございますわ。先ほどまで、顔色もあんな……手も冷たくて。それが、ここまで魂がもどってきたのですもの」

　手が冷たいといえば、夢の中で会った若菜だ。若菜の声は聞こえないけれど、ここにはいないのだろうか。できうる限り部屋を見まわしてみたけれど、視界の中に、若菜はいない。

「千歳さま、聞こえますか」

　雅幸が呼びかけてくる。千歳は、微かにうなずいた。

「お苦しいですか。お心持ちのほうは、いかがですか？」

「大丈夫よ……」

　先ほどあんな声をあげたと思えないほど、千歳のこえはぼんやりとしていた。

「それよりも、物の怪って。どういうことなの？　わたしは、いったいどうなってしまったの？」

「もう、懸念されることはありません」

　それでも慎重な口調のまま、雅幸は言った。

「物の怪は去った……千歳さまをお苦しめていた厄介者は、去りました」

「物の怪って、いったいなんの物の怪だったというのでしょう」

　母の声が、なおも心配げに響く。

「このとおり、千歳は元気な子で……物の怪に取り憑かれるような心の隙など、ないというのに」

「申し訳ないことながら」

　ひとつ咳払いをして、雅幸が言った。

「私と結婚されたことで、多少の心の不安定が……恋に破れて死んだ女の物の怪が取り憑く隙があったのやもしれませぬ」

　雅幸の言葉に、千歳はどきりとした。それは千歳が、しきりに雅幸を疑っていたからだろうか。若菜と自分を取り違えているのではないか、雅幸が真実愛しているのは若菜なのではないかと思っていたがゆえなのだろうか。

「まぁ……」

　母は、言葉を失っている。

「だからといって、千歳さまとの結婚をなしにしてくれ、というのはごめんこうむります。私はもう、千歳さまがおいでにならないと生きていけない。だからこそ、ここまでの力を出すことができたのです」

「千歳を救ってくださったことは、感謝いたしますわ」

　母が、なおも懸念が拭えないといった口調でそう言った。

「ですが、このようなことがたびたびあるようでは。雅幸さまのご懸念のことにならないとも限りませんわ」

「千歳さまに取り憑いた物の怪は、先ほど祓った以外にも存在する」

　ふいに、雅幸は声を強ばらせて言った。

「それは強大な物の怪で……そのぶん、普段は闇に隠れております。うまく闇からおびき出して、慎重に祓わないと、再び害をなすでしょう」

「それは、すぐには無理ですの？」

　母が、今にも泣き出しそうな声で言う。

「このようなことがたびたびあっては、千歳の体によくない……慎重に、とおっしゃっている間にも、また千歳を狙うやも……！」

　自分の言ったことの恐ろしさに震えるように、母が脅えた声をあげる。それを始終、千歳は褥の中でぼんやりとしたまま、聞いていた。

「雅幸さま、今すぐその物の怪を祓ってくださいませ。闇の中にいるという、その物の怪を」

　母の、懇願する声が聞こえる。

「あなた、陰陽師なのでしょう？　陰陽師となれば、物の怪祓いなどお手のものでしょう？」

（陰陽師、ですって？）

　雅幸が陰陽師だなどと、聞いたことはなかった。彼は文章博士で、大学寮に勤めているのではなかったのか。それは偽りの姿か？　それとも文章博士でありながら、陰陽師でもあるのだろうか。そのような話は、聞いたことがないけれど。

「確かに私は、陰陽道を囓ってはいます」

　用心深い調子で、雅幸は言った。

「しかしいかなる優秀な陰陽師にも……かの安倍の御方にも、祓えぬ物の怪というのはございました。まずは、ときを待つことかと」

「そんな……！」

　神経質な悲鳴をあげる母の声に混じって、雅幸の落ち着いた声が響く。

「そのために、おかたさまには……女房がたにも。この場からのお人払いをお願いいたします」

　母は、少し不服なようだった。しかし彼女が女房を連れてその場を去り、すると雅幸が傍らに視線を向けた。

「若菜さま」

　その口調に、どきりとした。若菜がいるのか。夢の中で冷たい手の彼女と会っていたから、現実の妹が元気でそこにいることを確かめたくて仕方がない。

「おいでください。そのような、隅におられずとも」

「でも……、わたしは」

　若菜の声は震えている。なぜそのような声なのだろう。千歳は訝しく思ったけれど、しかしその違和感を声にすることはできなかった。

「姉ぎみの、お手を握ってさしあげて。あなたがここにいらっしゃること、姉ぎみに伝えて差しあげるのです」

　その口調は優しかったけれど、どこか逆らえない調子もあった。まるで若菜に対して怒っているかのようだ。その理由はわからなくて、しかし彼女は腰をあげたようだ。ゆっくりとした衣擦れの音が聞こえる。

「千歳」

「……若菜」

　妹は言って、そしてそっと、千歳の手を握ってきた。夢の中でそうであったように、冷たいのかと思ったけれどそうではなかった。温かい、いつもの若菜の手だ。

「苦しかったでしょう？　でも、もう大丈夫。雅幸さまが、物の怪を祓ってくださったから」

「もう、いないの？」

　千歳が問うと、若菜はうなずいた。さらり、と揺れる黒髪が、いつもに増してうつくしいと思った。

「どこかに行ってしまったの？」

「ええ、恐らくあの世に」

　自分が死んで、あの世に堕ちてしまったのではないかと恐れたことを思い出した。どうやらそのようなことはないらしいけれど、しかし物の怪に取り憑かれて見た夢の中の、恐ろしい印象はいまだ胸に残っている。

「もう、安心していいの？」

「大丈夫よ」

　若菜の声は震えていた。千歳を心配してくれていたからだろう。そう思うと姉妹というものはありがたいと感じ──若菜がいてくれるからこそ、自分もここにあることができるのだと感じる。

「薬湯を煎じてあげるわ。ゆっくり、お休みなさい」

「眠るのは、いや」

　冷たい手の若菜に出会った夢を思い出して、千歳は首を振った。

「若菜と、話していたいわ。こうやって、ずっと一緒にいたいの」

「まぁ、千歳ったら。童のようなことを」

　そう言って若菜は笑ったけれど、その声に力がないと感じたのは、気のせいだっただろうか。それもやはり、千歳を心配してのことだっただろうか。

「だめ？」

「もちろん、いいわ」

　若菜は帳台に乗りあげて、褥に座るとじっと千歳を見つめた。その目の色がどこか紫がかっているように感じたのは、気のせいだっただろうか。そのような色を、どこかで見たことがある──。

「でも、その前に。雅幸さまにお礼を申しあげて。それから、ね？」

「……あ」

　千歳は体を起こした。視線の向こうには雅幸が静かに座っていて、よく見ると目を閉じている。

「雅幸、さま」

　声をかけると、彼はゆっくりと目を開いた。じっと若菜を、そして千歳を見やる。

「私は、お邪魔のようですから」

「まぁ、そんな」

「いいえ、役目も終わりましたし、戻りますよ。ただ、千歳さま」

「はい？」

　若菜に手を取られたまま、千歳は首を傾げた。

「くれぐれも、油断なさらぬように。私が結界を張ってはおきますが、物の怪は、まだ、いる」

　きゃっ、と声をあげたのは、女房のうちのひとりだっただろうか。千歳も雅幸の言葉にぞわりと背を震わせて、彼を見やった。

「もちろん、普通に過ごしていらっしゃるうえでは、危険はありません。これまでが、そうだったように」

　雅幸は立ちあがった。よく見ると彼は真っ白な浄衣をまとっていて、彼が陰陽道を『囓っている』程度ではないのは、その装いからもわかった。

「ですが、ゆめゆめ……物の怪にお心を許さないように」

　どこか、楽の音を思い起こす調子で彼はそう言って、几帳の向こうに消えていった。部屋には奇妙な緊張感が残っている。

「さぁ、薬湯を飲みましょう」

　そんな雰囲気を奮い立たせるように、若菜が言った。

「無理やりに眠らなくてもいいわ。その代わり、ゆっくりと……心を安静に保ってね。雅幸さまのおっしゃるとおり、物の怪はどこにでもいるのだから」

「ええ」

　千歳は言って、うなずいた。若菜の手は温かい。妹がそばにいてくれれば、なにも案ずることはないと思った。







　千歳が倒れた日から、十日ほど経った。

　体調はもうすっかりよくなり、千歳は日々を元気に過ごしていた。

「あら、若菜は？」

「今は、北の方さまのもとにおいでです」

「そう」

　母が、若菜だけになんの用なのだろう。気になったけれど、呼ばれてもいない千歳が首を突っ込むことではない。勢いよく帳台の中に横になると、乳母の声が響いた。

「まぁ、千歳さま！　お行儀の悪い！」

「はぁい」

　そう言われることはわかっていたので、おとなしく褥に横になった。乳母が、はぁとため息をつく。

「もう男ぎみもいらっしゃる、大人の女ぎみなのに。いまだに乳母に叱られるとは、なにごとですか」

「……はぁい」

　乳母の言葉に、どきりとした。あの日、倒れた千歳を救ってくれた日から、雅幸が来ないことが気にかかっている。しかしそのことを口に出すことが、なにかに負けたことになるような気がして、誰にも言えなかった。

「若菜は、いつ戻ってくるの？」

「わかりません。北の方さま次第ですから」

　一人前の女ぎみだと言いながら、童のころのように寝かしつけようというのか。乳母は、帳台の傍らから動かない。

「ひとりだと、つまらないわ」

「では、雅幸さまにお文なり、お届けになればよろしいのに」

　乳母の言葉に、またどきりとする。それは、と言葉を選びながら千歳は床の中でもぞもぞとした。

「孤閨を託つことなど、ありませんのよ？　千歳さまには、立派な男ぎみがおいでなのですから」

「自分から夫を誘うようなことを、乳母がそそのかすものじゃないわ」

「千歳さまが控えめすぎて、見ているこちらが冷や冷やするのですわ。そのようなことでは、いつ雅幸さまのご寵愛が遠のいてしまうか、不安ですわ」

「そのような、こと」

　乳母の言葉を笑い飛ばそうとしたけれど、うまくいかなかった。あれほど情熱的に千歳を口説いてくれた雅幸の愛が、遠のく。それは考えるだに恐ろしいことだった。

（わたしは、思っているよりもずっと……雅幸さまのことを？）

　かっと、頬が熱くなった。千歳は寝返りを打って乳母に背を向けた。すると遠くのほうがざわつくのが聞こえてきた。

「千歳さま！」

　女房のひとりが、慌てたように声をあげる。

「雅幸さまが、おいでになりました！」

「まぁ、雅幸さまが」

　そう言ったのは、乳母だった。千歳は跳ねた胸を押さえながら褥の上にうずくまっている。

「どうしましょう、この時間ではお化粧も……」

「せめて、昼間のうちに知らせておいてくださればよかったのに」

　女房たちがざわめきはじめる。しかしその間に、遠くからの足音が聞こえてきた。雅幸のものに違いない。女房たちは居住まいを正して主人の夫を迎え、当の主人──千歳は、なおも褥の上にうずくまっていた。

「遅くに、すまないね」

　雅幸の声がした。千歳はますます胸を揺すぶられて、枕に顔を押しつけてしまう。

「このようなお時間で、千歳さまはもう床に入られてございます」

　そつなく応えるのは、乳母だ。

「お化粧も、衣も……なにもかも、男ぎみをお迎えするようなお姿では」

「構わない」

　頼もしい口調で、雅幸は言った。

「着飾っている千歳さまも愛らしいが、そうでないからといって愛が醒めるというものでもないよ」

「ありがたいお言葉、感謝いたします」

　乳母はそう言って、御簾を巻きあげてしまったようだ。冷たい風が部屋を吹き抜ける。衣擦れの音がたくさん立って、女房たちはふたりを残して下がってしまったようだ。

「千歳さま」

　いまだ褥に突っ伏している千歳に、雅幸は声をかけた。

「どうなさったのですか？　しばらく来なかったので、怒っているのですか？」

「そういうわけでは、ないわ」

　掠れた声で、千歳は言った。

「あなたがいなくても、平気だもの。毎日若菜と一緒にいろいろなことをして、楽しかったわ」

「お加減は、もうすっかりいいようですね」

　雅幸は帳台に近づいてくる。そっと千歳を覗き込んでくるのがわかって、またどきりと胸が跳ねた。

「お顔を見せてください。そのように伏せられていては、くちづけもできない」

「な、……！」

　いきなり淫らなことを言われて、千歳は頬が熱くなるのがわかった。反射的に体を起こし、すると雅幸が腕を伸ばして抱き起こしてきた。

「きゃ……！」

「ああ、お顔色もいい」

　安堵したように、雅幸が言った。

「あのときの後遺症は、もうないようですね。懸念していたのですよ」

「懸念していらっしゃったのなら、どうして今までいらっしゃらなかったの……！」

　千歳は声を張りあげた。振り返り、すると目の前にある雅幸の顔は微笑んでいる。千歳の元気なところを見られて喜んでいるようだ。

「私が、どのような思いでお待ちしていたか……わかる？」

「それは、申し訳ございませんでした」

　にこにこと笑みを浮かべた雅幸が、言う。

「申し訳ないというお顔では、ないわ……？」

「それも、申し訳ございません」

　なおも雅幸は、微笑んでいる。

「こうやって千歳さまがお元気なのを見られるのは、とても嬉しいです」

「喜んでいただけるのは、結構だけれど」

　褥の上に座って、つんと千歳は顎を反らせた。

「わたしに、おっしゃらなくてはいけないことがあるのではないの？」

「なんですか？　ご無沙汰をしてしまったこと？」

「それも、あるわ」

　澄ましたまま、千歳は言った。

「雅幸さまは、大学寮の文章博士だとおっしゃっておいでだったではないの。それなのに、陰陽師だなんて。どういうことなの？」

「どういうことも、なにも」

　顎に手を置いて、雅幸は言った。

「陰陽師ではない、とは申しあげなかったはずですが？」

「屁理屈だわ！」

　ぶん、と握った拳を振りまわすと、雅幸が笑いながら受け止めた。

「確かに、重複した身分を持つ者は、ほとんどおりませんが。私は、文章博士であり、陰陽師なのです。確かに、後者は……」

　雅幸は、少し迷うような表情をした。

「好かないかたもおられますからね。非常時でないと、陰陽道を使うことはない」

「では、わたしはその、非常時だったと……？」

　ふいに不安が押し寄せて、千歳は胸を押さえた。

「そうですね。物の怪に取り憑かれて、危ないところでした」

「わたし……！」

　今まで引っかかっていることを口に出すのは今しかない、と思った。

「夢の中で、若菜に会ったの」

　その言葉に、雅幸は少し表情を変えた。

「夢の中の若菜は、とても冷たい手をしていて……なにか、わけのわからないことを言っていたわ」

　そのときの不安を思い出して震える千歳の髪に、雅幸の手が触れてきた。

「心配なさることはありません」

　千歳の髪を撫でながら、雅幸は言った。

「あなたが、若菜さまを愛おしく思う思いが、夢に出たのでしょう」

「でも、あんなに手が冷たくて。若菜は……自分がなにかだから、だめなのだと……わけのわからないことを」

「お気にされずとも、よろしい」

　少し厳しい口調で、雅幸は繰り返した。

「それは、あくまでもあなたの夢……現実と混同なさってはいけません」

「でも！」

　なおも言葉を続けようとした千歳の唇を、雅幸は塞いだ。いきなり唇を奪われて息が止まったけれど、雅幸は優しい、呼吸の余裕のあるくちづけに変えてくれた。

「ん、ん……、っ……」

　夜着のまま、雅幸に抱き締められて。千歳の心の臓が、鳴り出す。以前の経験──めくるめく時間のことを思い出して、下腹部が熱く疼いた。

「っ、……ん……、っ……」

「千歳さま」

　唇を少し離して、雅幸は言った。

「あなたがお気に召さないというのなら、あなたの前で陰陽道を扱うことはしますまい。あなたが望まないのなら、陰陽師の位を返上してもいい……」

「い、いいえ！」

　慌てて、千歳は言った。

「そういうわけではないの。そうしてほしいわけでは……ただ、わたしの知らないあなたがいることが、いやだったの」

「そう」

　雅幸は安堵したような、それでいてなおも訝しむような声を聞かせた。

「あなたがそうおっしゃってくださるのなら、いいのです……あなたのお気を害することだけは、いやですからね」

「気を害してなんて、いないわ」

　今度は千歳のほうから唇を押しつけて、彼女は言った。

「ただ、わたし……拗ねていただけなのかも。ごめんなさい」

「いいえ、私のほうこそ」

　ふたりは互いに謝りあい、帳台の中は妙な雰囲気になってしまった。

「ふふ……私たちは気を遣いあって、危うくすれ違うところでしたね」

「ごめんなさい」

　千歳は頭を下げて謝ろうとしたのだけれど、頭を抱かれてうまくいかなかった。雅幸は小さく笑い、千歳の黒髪を指先で梳く。

「くすぐったいわ……そのように、されると」

「くすぐったいということは、感じるということなのですよ」

　彼の淫らな言葉に、はっとした。恐る恐る彼を見ると、その瞳が──右が、淡い紫に染まっている。

「雅幸さま……」

　そのさまに驚いて、千歳は声をあげた。

「その、お目は……？」

　雅幸は答えなかった。ただ目をすがめて微笑み、抱きしめていた千歳の体を褥に押し伏せる。

「や……！」

「いや、はなしですよ」

　笑みのまま、雅幸は言う。

「あなたはもう、私のものだ……あなたの甘さも、熱さも、私はすべて知っている」

　彼の声は、艶めかしかった。先ほど疼いた下腹部が、再びきゅうと反応する。その理由はわかっているけれど、千歳にはそれを伝える術がない──それでも雅幸は千歳の欲望を見抜いていて、そっとそこに手で触れてくる。

「い、や……、っ……！」

　自分の情欲を知られる羞恥に、千歳は声をあげた。しかし雅幸の手は優しくて、どこまでも千歳のことを気遣った動きで撫でてきた。

「い、きなり……、そこ、なんて」

「では、どうならいいのですか？」

　小さく笑いながら、雅幸が言った。

「お姫さまのお望みどおりに、してさしあげましょう……さぁ、どこをどうしたら、満足してくださるのですか？」

「あ、や……、っ……」

　触れられるだけでも恥ずかしいのに、どうして欲しいかなんて言えるはずがない。千歳は身を捩って雅幸の手から逃れようとし、しかしそれは叶わなかった。

「言え、ない……、っ……！」

　大きく震えながら、千歳は言った。

「ど、して……、そんな、意地悪……！」

「ふふ、どうしてでしょうね」

　下腹部を撫でていた手が、上にすべってくる。乳房を掴まれて千歳は声をあげ、先端がぴんと尖ってくるのを感じる。

「や、ぁ……、っ……」

「あなたが、この体で懸命に……」

　そう言いながら、雅幸は衣越しに乳房を揉む。その律動的な動きは、微かに目覚め始めていた千歳の欲情をよりはっきりと意識させた。

「私に応えてくださっているのを、見たいのですよ。それも、意地が悪いとお怒りになりますか……？」

「怒らない、けれど」

　はっ、と荒い息を吐きながら、千歳は言った。

「……恥ずかしいの。こうしているの、とても恥ずかしくて……」

「そうやって恥ずかしがっているあなたは、ますます魅力的だ」

　もうひとつの手が、夜着の合わせから中に入ってくる。直接乳房に触れられて、千歳は息を呑んだ。

「もっと、見せてください……あなたが、感じるところを」

「んや、……ぁ、あ、……、っ……」

　いわれずとも、思わず身をくねらせてしまう。雅幸の腕の中で踊る千歳は、行き場のない熱を抱えて大きく震えていた。

「ああ、こちらも……勃っていますね」

「ひぁ、あ、ああ！」

　雅幸の指は、乳首を抓んだ。軽く捻られて、奇妙な声が洩れた。雅幸はこれを感じている声だと言うけれど、どう考えてもおかしなこの声は、雅幸に聞かれてはいけないと思うのに。

「ほら、私の指を悦んでくださっている……きゅうと、押し返してきますね」

「や、ぁ……ああ、あ……、っ……！」

　もうひとつの手は腰に降り、しゅるりと帯をほどいた。夜着の前が開いてしまう。ふたつの乳房を、彼の目に晒してしまう。

「いや、……、ああ、あ……」

「いやでは、ないでしょう？」

　千歳の耳の端を囓りながら、雅幸が言った。歯を立てられて、それは痛いはずなのに、奇妙に気持ちいいと感じてしまうのはなぜなのだろうか。

「ここも、ここも。こんなに反応してくださっているのに」

「んぁ、あ……あ、あ……、っ……」

　快楽に耐えがたく腰を捩ると、雅幸の腕にしっかりと抱きしめられた。胸を揉みしだかれる快感と、抱きしめられる悦び。それらに酔いながら、千歳はとろりと潤んだ目を雅幸に向ける。

「いけませんね」

　彼が、ちゅっとこめかみにくちづけてきた。

「そのような目で見られては、ただならぬ気分になってしまいますよ……？」

「そう、なってほしいの」

　掠れた声で、千歳は言った。自分の言葉が男を誘うものであったと気がついて、かあっと頬が熱くなった。しかし雅幸はそこにくちづけて、悦びの言葉を聞かせるのだ。

「あなたから誘ってくださるのは、嬉しい」

「これで……いいの？」

　恐る恐る、千歳は尋ねた。

「ふしだらではなくて？　女のほうから……こんな」

「いいえ」

　目をすがめた笑みで、雅幸は言った。

「男にとっては、とても嬉しいことですよ。女ぎみのほうから求めてもらえるなど……天にも昇る心地」

「天に昇ってしまっては、いやよ」

　駄々を捏ねる童のように、千歳は声をあげる。

「ここにいて……わたしと、一緒に。わたしを……かわいがって……」

「もちろんですとも」

　そう言って雅幸は、千歳の夜着の前をすっかり開いてしまう。双つのまろい乳房と、硬くなっている先端の赤み。なだらかな稜線を描く体、そして淡い茂みに隠された秘部。

「こんなに魅力的なあなたを、かわいがらずにいられましょうか？　あなたがいやだと言っても、喰い尽くさなくては気が済まない」

「喰う……？」

　それは、以前にも聞かされた言葉だ。そして千歳の体は、さんざんに蹂躙された。あのときの感覚は思い出すだけで気を失ってしまいそうだけれど、しかし雅幸が喜ばしそうな表情をしているから、逆らえない。

「痛くは、しないでね」

　掠れた声で、そうささやくのが精いっぱいだった。雅幸は「もちろんです」と請け負ってくれたけれど、それがどういう意味の「もちろん」なのかは計りかねる。

「あなたの言葉は、不可解だわ……」

　いささかの不満も込めながらそう言うと、雅幸は笑った。笑いながら千歳を押し倒し。ゆるやかに膨らんだ乳房に手を伸ばした。

「あ、あっ……」

　直接つかまれ、力を込められる。それだけならまだよかったのだけれど、彼の指は乳首を抓み、きゅっと捻る。その刺激に思わず声が溢れて、自分の声を千歳は恥じた。

「や、ぁ……、ああ、あ……、っ……」

「もっと、聞かせて」

　それなのに、雅幸はそのようなことを言うのだ。

「あなたの感じている声……もっと、もっと聞きたいのです。あなたの艶っぽい声」

「いや、や……ぁ、あ……ああ、あ……」

　雅幸はひとつの乳首を抓み、もうひとつに口を寄せた。きゅっと吸われて腰がわななく。指先にまで痺れが伝い来て、千歳は悶えた。

「そ、んな……、っ、……、いやぁ……」

　抓むのと吸うのを同時にされて、千歳は鋭く声をあげた。痛いほどの力に、逆らえない。それどころかもっとしてほしいと願ってしまう。

「いや、ですか？」

　千歳の心中に気がついていないはずはないのに、雅幸はそのようなことを聞くのだ。

「もう、これ以上は……いや？」

「ちが……、違う……、っ…！」

　掠れた声で、千歳は叫ぶ。

「いや、じゃないの……、やめ、ないで」

「ふふ」

　そんな千歳の答えを待っていたかのように、彼はもうひとつの手を下肢にすべらせる。腰を撫でられて、千歳の体はひくんと震えた。

「では、この奥も？」

「……ええ」

　自分の体の状態を口で言うのはたまらない羞恥だったけれど、雅幸の望むままに千歳は答えた。声が震えないように、注意する。

「私を、求めている？」

「ほ、しいわ……！」

　あがった声が思いのほか大きかったので、驚いてしまった。慌てて口を噤み、しかしこえはしっかりと雅幸の耳に届いてしまったようだ。

「欲しい？　私が？」

「え、ええ」

　乳房を揉まれながら、乳首を吸われながら、わななく声で千歳は答える。

「あなたが……雅幸さまが、欲しいの」

「……欲しいとは、どういう意味で？」

「もう、雅幸さま！」

　千歳は苛立った声をあげた。雅幸は笑い、ちゅくりと千歳の乳首を吸いあげた。

「あ、あ、ああ、あ！」

「いつか、あなたから積極的に求めるようにしてあげましょう」

　腰にまとわりついている夜着を押しのけ、そっと両脚の間に触れてくる。そんな優しい手つきとは裏腹に、雅幸は言った。

「あなたが私に、言葉で、態度で求めるように。私を欲しがって、甘い声をあげるように」

「そ、んなこと……」

　そのような日は決してこないと思ったけれど、しかし今の千歳は腰を捩り、雅幸の手を求めているのだ。いつ、彼の望みどおりになってしまうかわからない──そう思うと恐ろしいような、同時にどこか期待も高まって。千歳は、大きく震えた。

「おや、期待してくださっているのですか？」

　冷やかすような、それでいて熱い調子を孕んだ口調で、雅幸は言った。

「急かなくても……さしあげますよ。あなたの望むものは、すべて」

「あ、あ……、あああ、っ……」

　雅幸の指先は千歳の淫毛を梳いて、その感覚に大きく震えた。まだもっとも感じるところには遠いのに、それだけでこのような反応を見せてしまう自分を、千歳は恥じた。

「っああ、あ……あ、あ……、っ」

「ほら、もう尖っている」

　指がそっと、膨らみ始めた芽に触れる。その感覚に大きく腰を跳ねさせて、すると刺激が大きくなった。

「や、ぁ……ぁ、あ……、ああ、あ！」

「感じやすくて……いい子ですね」

　童をあやすようにそう言われて、千歳の反応は童どころではない。は、は、と乱れた声が洩れる。触れられているのはほんの小さな場所であるはずなのに、これほどに感じるのはなぜなのだろう。まるで全身を雅幸にとらえられているかのようで、肌のすべてを愛撫されているかのようで。

「これだけで、こんなに感じてくださるとは……ここを、こうすれば……もっと」

「いぁ、ああ……あ、あ……、あ！」

「ほら、ひくりと震えた」

　ふふ、と雅幸が楽しそうに笑う。

「あなたの、ここに隠している宝石……私を魅了して、離さない」

「や……、そんなこと、おっしゃらないで」

　ふるり、と身を振るって千歳は言った。

「見ないで……そんな、ふうに」

「では、触れてもいい？」

　千歳の体を好きにしておきながら、最後にはそのように、千歳の意思を訊いてくるのだ。恥ずかしさに応えることなどできないというのに──残酷な人だ。しかしそれさえもが千歳が雅幸に惹かれる理由のひとつなのだから、我ながらおかしなことだと思う。

「この、うつくしい宝石」

「いぁ、あ……ああ、あ……あ！」

「中に隠れて、普段は見えないというのがまたそそりますね。私にしか見せない宝ものという感じがする」

「あなたにしか、見せないわ」

　途切れ途切れの声で、千歳は言った。

「あなた、だけ……このような恰好、見せるのはあなただけ……」

「嬉しいことを言ってくださいます」

　雅幸はにっこりと笑って、そして閉じた脚の間に指を突き込んできた。秘芽が擦られる。蜜が溢れはじめている花びらに触れられる。きゅっと指を曲げられると、その先端が花びらの中に挿り込んだ。

「いぁ、あ……ああ、ああ！」

「千歳さま、脚を拡げて」

　宥めるように、雅幸が言う。

「ゆっくりと……あなたの秘密を、私に見せて」

「んぁ、あ……ああ、あ……、っ……」

　それには勇気がいったけれど、千歳は懸命に、雅幸の言うとおりにした。そろそろと、重なった腿を押し開く。すると両脚の間にひやりとした空気が入り込み、それに大きく震える。

「ああ、そんなに体を強ばらせないで」

　惜しむような口調で、雅幸は言った。

「もっと、柔らかく……痛いことなど、なにもないのですから」

「雅幸さま、お医者さまのようだわ」

　千歳が笑うと、雅幸も笑った。ふたりは体を重ねてくちづけをし、舌を絡めあう接吻は、長い間続いた。

「ん、ん……、っ……、っ」

「ふ、っ」

　ぴちゃり、と音がしてくちづけがほどける。ふたりは額を合わせて微笑み合い、しかし千歳は、下肢がしきりに疼くのを感じている。

「あなたも、我慢できなくなってきたでしょう？」

　雅幸はそう言った。なにをされるのか、と一瞬脅えた千歳は、内腿に手をかけられ、大きく開かされてひゅっと息を呑んだ。

「雅幸……さま」

「くちづけよりも、もっともっと気持ちのいいことをしてあげますよ」

　彼は、どこか戯けた口調で言った。

「あなたが、もっととねだってしまうような……これだけで、達してしまうようなことを」

「や……、なに、を」

　雅幸は顔を伏せて、千歳の下腹部に唇を寄せた。臍の横にくちづけられて、思わず腰が跳ねる。そこからじんじんとする感覚が伝わってきて、秘所からはどくりと蜜液が洩れた。

「や、ぁ……、そんな、ところ……」

「もっと、恥ずかしいことをするのですよ？」

　困ったように、雅幸は言った。

「この程度で、ためらっていてはいけない……もっともっと、あなたの深いところを」

　唇は臍から、下腹部に至る。彼の舌は淫毛に隠れた谷間に挿り込み、千歳に悲鳴をあげさせた。

「や、……いや、そんなところ……！」

「いや、ではありません」

　聞き分けの悪い学生に、言い聞かせるように雅幸は言った。

「もっと体の力を抜いて……受け入れて。深くまで、私と繋がることができるように」

「あ、なたと……？」

　ぶるり、と千歳の体が震えた。彼と繋がる行為は、恐ろしくも甘美だった。あれをもう一度味わうことができるのなら。あのめくるめく世界にまた浸ることができるのなら。

「そう、私と」

　そう言って雅幸は、舌を使った。彼の舌は秘芽をとらえ、ちゅくりと舐める。その感覚に千歳は腰を跳ねさせて、しかし雅幸の両手が腿を押さえてしまう。

「や、や……、ッ……そんな、こと」

「こうやって、もっと気持ちよくなるのですよ」

　ぺちゃぺちゃと秘芽を舐められて、その音にも高められた。ぞくぞくと感覚が迫りあがってくる。わななきが大きくなる。体中が、痺れる。

「ほら……感じている。蜜が、どんどん溢れてきますよ」

「いや……、あ、あ……、っ……、言わない……で」

「ですが、あなたはこれほどに反応して……あなたの体は悦んでくださっている。わたしを、もっともっとと誘っている」

「ああ、あ……ん、っ……、っ……」

　じゅく、じゅく、と艶めいた音が立つ。思わず視線を落としてしまい、そこには千歳の両脚の間に顔を埋めた雅幸がいる。目が合ってしまい、すると彼は薄く微笑んだ。その表情があまりに淫らで、思わず視線を逸らせてしまう。

「いぁ、あ……、ああ、あ……、っ……」

「ここが、すっかり硬くなっていますね」

　なおも秘所を舐めながら、雅幸は言う。

「こうやって……吸ってあげたら、どうなるか」

「あ、あ、……ああ、あ、あ！」

　雅幸は、秘芽を吸った。まるで乳首にされるようにされて、しかしそこは乳首よりももっと感じる部分だ。きゅっと力を込められて、目の前に星が散る。ちか、ちか、と塗り潰された白の中弾けるものがあって、千歳は背を反らせて、全身に力を込めた。

「っあ……ああ……、あ、ああ……！」

　指先にまで、痺れが伝う。肌が粟立つ、頭の中が真っ白になって、千歳は呼吸さえも忘れた。

「ああ……っ、……、っ、……あ、あ……！」

「千歳さま」

　雅幸の、情熱を隠しきれない口調が、千歳の絶頂を後押しする。彼もまた昂奮しているのだということが、千歳をたまらなく欲情させた。

「千歳さま……」

「あ、ああ……まさ、ゆき……さま……！」

　千歳が助けを求めるように手を伸ばすと、それに雅幸が指を絡めてくる。ぎゅっと手をつなぎ合って、互いの体温を感じて──千歳は、大きく震えた。

「は、ぁ……ああ、あ……、っ……」

　絶頂の波はやがて去って、千歳は大きく息をついた。しかし迫りあがってくる情欲は消えなくて、なおも体はわなないている。

「や、ぁ……雅幸さま……っ……！」

「ここが、大きく膨らんでいますよ」

　熱い吐息とともに、雅幸がささやく。

「花びらも、赤くなって……蜜をどんどん垂らしている」

「いや……、言わない、で……！」

「私も、もう耐えられません」

　どきり、と胸の高鳴る艶めいた口調で、雅幸は言った。

「もう……これ以上、あなたを。あなたを、味わっているだけなんて」

　彼は、直衣の首上に手をやった。今まで千歳を翻弄していた雅幸の手が、彼を淫らな姿にしていく。小袖一枚になった彼の姿は、燭台と射し込んでくる月明かりに照らされて、どうしようもなく艶めかしく見えた。

「雅幸……さま」

「ふふ」

　その姿以上に、彼は艶めかしく笑った。そのさまにどきりとし、千歳は思わず固唾を呑む。雅幸の手は千歳の手首を掴み、改めて彼女を押し倒した。

「あなたの中に、挿りますよ」

　耳をくすぐる色っぽさとともに、彼は言った。秘所を愛撫されているとき以上に千歳は震え、そんな彼女を宥めようというように、雅幸はくちづけをしてくる。

「ん、ん……、っ……」

　舌が絡み合う。自分の蜜の味──奇妙な味が伝わってきて、千歳は肩を震わせた。くちづけは淫らな音とともに続いて、同時に彼が、千歳の下肢に手をかけるのがわかった。

「あ、あ……、っ、……、っ……」

　濡れそぼり、やわらかくなった秘所に熱いものが押しつけられる。それはまだ慣れない女の秘部を押し開き、ずく、と中に挿ってきた。

「っあ、あ、……、ああ、あ……、っ……！」

　千歳は腰を捩ったけれど、その動きは雅幸の手に止められてしまう。ぐいと突き込まれ、媚肉が彼自身に絡んだ。低く、雅幸が声を洩らす。

「は、ぁ……ぁ、あ……ああ……！」

　千歳の淫肉から逃れるかのように、雅幸は腰を進めていく。ず、ずん、と太いものに貫かれて、内壁はきりきりと反応する。深い部分から感じさせられて、千歳は声を失った。

「っ……、ああ、……、ああ、……、っ……」

「は、っ……」

　雅幸の艶めいた声が、嬉しい。彼もまた感じているのだと思うと、千歳の秘所はますます濡れた。ひちゅ、ちゅ、と接合の音が大きくなる。

「あ、あ……雅幸さ、ま……、っ……」

「痛くは、ありませんか？」

　掠れた声で、雅幸が尋ねてくる。千歳はふるふると首を振って、すると自分の髪が頬を叩くのにさえも感じた。

「ない、……、ない……、あ、あぁ……、っ……」

　全身に力が籠もる。内壁がひくつく。それを破るように雅幸は腰を進めてきて、ずん、と深い場所を抉られた。

「いぁ、あ……ああ、あ……、っ……！」

　千歳は手を伸ばし、雅幸の背に腕をまわす。すると結合がますます深くなって、もっとも奥まった部分で、ふたりは淫らに繋がった。

「は、ぁ……ああ、あ……、っ……、っ……」

「ん、っ」

　最奥を突かれて、じゅくりと引き抜かれる。媚肉がねじれて、擦れて、ますます感覚は鋭くなった。

「っ、ん……んぁ……あ、ああ、……っ……！」

「あなたの中は……本当に」

　雅幸が、低く呻いた。

「温かくて、柔らかくて……きつく締めてきて。……すぐにでも、達ってしまいそうです」

「あ、達って……、達って」

　うわごとを言うように、千歳は繰り返した。

「わたしの、中に……あなた、を」

「ええ」

　雅幸は目をすがめた。そしてまた突きあげ、引き抜き、その速度を徐々に速めていく。

「ああ、あ、あ……、ッ……ああ、あ、あ！」

「あなたの、感じている姿」

　はぁ、と息を吐きながら雅幸は言った。

「なによりも、愛おしい……艶めかしい。あなたのすべてを、私のものにしたい」

「もう、あなたの……もの、だわ」

　途切れ途切れの声で、千歳はささやく。

「私は、あなたの妻……、あなただけの、女。わたしを、すっかりあなたで塗り潰して……！」

「これは」

　ふっと小さく、雅幸は笑った。

「どこで学んだのですか？　ずいぶんと、色っぽいことをおっしゃる」

「学んだ、のではないわ……！」

　抜けてしまうほどに引き抜かれ、すると内壁がきゅうと疼いた。突き込まれて媚肉を拡げられ、その感覚にまた声をあげる。

「あなたが、……わたしを、おかしくするの。あなたを求めて淫らなことを言う、女に……」

「私の前での淫らなら、いくらでも歓迎ですね」

　くすくすと、雅幸は小さく笑う。

「もっと、言って……声をあげて。私もあなたの体を、どこまでも味わいたい……」

　余裕のない口調で雅幸は言って、なおも腰を進める。ずん、ずん、と突かれ、内壁を擦られて最奥を抉られて。

「ふぁ、あ、あ……あ、あ、……、っ……、っ……！」

「あ、あ……」

　雅幸が、低い声をあげる。呑み込んだ怒張が、ひとまわり大きくなる。それを如実に感じ、千歳はなおも迫りあがる絶頂の中、嬌声をあげ続けた。

「千歳、さま」。

　低い、小さく掠れた声で、雅幸は千歳を呼んだ。同時にくわえ込む彼が、大きく震える。それにまた新たな感覚を味わわされて、千歳は強く、雅幸を抱きしめた。

「あ、ああ……、っ……、っ……！」

「ん、っ……！」

　どくん、と大きな波があった。それは千歳を包み、頭の先までを染めあげてしまう。体内に、男の欲液が放たれた──その瞬間のたまらない情動、同時にもっともっととねだりたくなる果てない欲求に囚われながら、千歳は腹の奥を焼く熱液を感じていた。

「は、ぁ……、っ……」

　千歳の吐息に、雅幸のそれが重なる。ふたりは目を見合わせて、そしてそっと、重ねるだけのくちづけをした。

「あ、あ……、っ……」

　激しすぎる行為と淡いくちづけは、相反するようなものでありながら同時に、千歳の中では同じだった。ふたりが深く繋がっていることの証であり、雅幸の愛を受けているという実感──それはたまらなく甘い感覚で、いつまでも味わっていたい快感で、千歳は何度も雅幸にくちづけた。

「愛しています」

　重なった唇越しに、雅幸のささやきが聞こえた。

「あなたは……私の。私だけの女ぎみ……永遠に離しはしない」

「え、え……」

　雅幸の唇に優しく包まれながら、千歳も掠れた声を紡いだ。

「わたしは、あなただけの……あなたも、わたしだけの」

「ずっと、永遠に……愛しております」

　雅幸は、あまりにも甘美な言葉を繰り返した。呑み込んだ彼の熱杭は逞しいまま千歳の膣な内かにあって、その圧迫感がなによりもの快楽だった。なによりの幸せだった。

「わたし、も……」

　雅幸に答える言葉を言いたくて、千歳も繰り返した。

「愛している……愛しています。この先も……もっと、あなただけを」

　いったん静まった欲望が、また新たに頭をもたげる。千歳はたちまちに快楽の世界に取り込まれてしまって、すでに掠れた咽喉を仰け反らせた。

「も、もう……、っ……」

「いいえ、まだです」

　残酷なまでの口調で、雅幸は言う。

「まだ、もっと……あなたを貪りたい」

「雅幸……さま」

「もっと、もっとと……あなたが私を、欲しがるように」

　甘い声で、彼はささやく。

「あなたから、私をねだってくれるように」

「あ、あ……、ん、っ……」

　そのまま突きあげられ、擦られ、深い場所を抉られて。嬌声を紡ぎながら千歳は──ここにいるのが本当に自分でいいのか、なぜ若菜ではないのか──。

　そのようなことを、考えていた。
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　傍らには、確かに心地のいい温もりがあったのに。

　ふと目が覚めると、千歳はひとりきりだった。女房のひとりもおらず、褥に自分だけしかいない状態で、千歳は胸を貫く痛みを覚えた。

「雅幸、さま……？」

　彼とあまりにも熱い時間を過ごしたのは、つい先ほどのことなのに。まるで最初から雅幸などいなかったかのように、褥は冷たい。千歳はきっちりと夜着をまとっていて、そのこともまたさみしさを増した。

「誰も、いないの？」

　もうすぐ夜明けなのだろう、御簾の向こうの景色が微かに茜に染まっている。睦み合う者たちは夜明け前に別れるのが儀礼とはいえ、なにも言わずにいなくなってしまうのは、あまりにも薄情ではないだろうか。

「若菜……」

　人恋しいときには、妹に縋るに限る。昨日の夜は姿を見せなかった若菜だけれど、今ならもう対屋に戻っているかもしれない。

　千歳は起きあがった。下腹部が微かに痛んで、その痛みさえもが愛おしい。雅幸を薄情だと思ったけれど、それでもやはり愛おしさは止め処なく、千歳は微かに、そっと笑った。

　帳台から降り、傍らにきちんと畳んであった袿をまとう。女房たちは、気を利かせて近くには控えていないのだろうか。ひとりで衣を着るのは難しくて、少し手間取ってしまった。

「若菜？」

　妹の対へと渡る。中から話し声がした。

（雅幸さま？）

　聞き違えようがない、確かに雅幸の声だ。彼は若菜の対にいるのだろうか。千歳が正体もなく眠りこけていたのだとしたらそれも仕方ないけれど。

「若菜さまは、器用でいらっしゃるのですね」

　雅幸が、感心したようにそう言っている。若菜は控えめな小さな声で、それに答えたようだった。

「これほどに素晴らしい縫い目は、見たことがない。一度、私の衣装の仕立てをお願いしても？」

「まぁ、雅幸さまは、千歳にお頼みなさいませ」

　ふたりが笑う。千歳は不器用で、衣装などまともに仕立てられたことはない。そのことを嘲笑われたような気がした──同時に、頭がくらりとする。

「千歳だって、お直衣くらい縫えますわ。きっと、雅幸さまのお衣装を仕立てたいと、思っているはず」

「そのように思ってくださっていると、嬉しいのですけれど」

　眩暈のような症状が起こったのと同時に、胸が重くなった。胸になにかを押しつけられたかのような感覚だ。この感じには、覚えがある。

（前……物の怪に取り憑かれたとき。雅幸さまが祓ってくださったとき。夢の中で会った若菜が、どこかおかしかったとき）

「なぜでしょうか、お願いするのにはためらいがあるのですよ」

　若菜の対では、雅幸の声が続いている。

「千歳さまには、縫いものよりも……元気にはしゃいでいるところを見せていただきたい」

「まぁ、確かに。千歳は、縫いものよりもそちらのほうが得意だと思いますけれど」

　ふたりの笑い声が響く。それはそう大きな声ではなかったのに、千歳の耳には鋭く届いた。

　胸が、苦しい。

「でも、千歳だって雅幸さまに尽くしたい思いがあるはず。ぜひとも、一度お頼みになってはいかがでしょうか？」

「そうですね……」

　なぜ苦しいのか、自分の心がよくわからなくて、それでも胸の辛さはいっこうに引かない──どころかますます苦しくなっていく。

（どうして、雅幸さまは）

　胸の苦しみとともに、そのような思いが湧きあがる。

（どうして、若菜は）

　妹を取られたような思いなのか、それとも恋人を奪われた心持ちなのか──違う、どちらでもない。千歳は誰をも嫉んではいない。

（なのに、なぜこのような思いが湧きあがるの？）

　あまりにも不可解な思いに、千歳はその場に座り込んだ。雅幸たちはそんな千歳には気づかずに、談笑を続けている。

　それ以上、耳には入らなかった。ただ妹と恋人の声を音楽のように──不愉快な音楽だ、と思った──聞いていて、それ以上身動きをすることができなかった。

（胸が、苦しい）

　はぁ、はぁ、と大きく息をつきながら、千歳はうずくまる。若菜たちに見つかりたくない、見つかる前に自分の対に戻っておかなくては。それだけの思いで、立ちあがった。

「は……、は、ぁ……、っ……」

　やっとのことで自分の対に戻り、また褥に横たわる。そうすると、苦しみは少しましになった。若菜たちの声が聞こえないからだろうか。

（雅幸さま……、若菜）

　ふたりの姿が、瞼の裏に浮かぶ。まるで雛人形のように似合いなふたり──雅幸は若菜と自分を間違えているのではないか、本当は若菜に求婚したかったのではないか。その思いがなおも迫りあがって、なにも食べていないのに吐きそうになる。

（どうして、わたしは……）

　混乱する思いと苦しみの中、それでも千歳の中には、あるひとつの考えが浮かんでいた。







　ねぇ、と千歳が言ったのは、その決意をした日から、三日ほど経ってのことだった。

「なぁに、千歳？」

　首を傾げた若菜の黒髪が、うつくしく流れる。目を奪うそのさまに、自分の決断は間違っていないと千歳は思った。

「あのね、お願いがあるの」

「まぁ、なにかしら」

　好奇心をかき立てられたらしい若菜は、やはり宝石のように光る瞳を、ぱちくりとさせた。

「今夜、雅幸さまがいらっしゃるの」

　自分の声は、震えていないだろうか。懸命に平常心を装いながら、千歳は言った。

「そのとき……わたしと、入れ替わってくれない？」

「なにを言っているの？」

　若菜はそう言った。彼女の顔は驚きに満ちていたけれど、そこにひと筋射した、喜びのようなものに千歳は気がついた。

「入れ替わって、いったいどうするの？」

「夜は、暗いじゃない？」

　千歳は、ゆっくりとそう言った。

「暗い中で、雅幸さまはわたしと若菜を、見わけられるのかしら。そう思ったのよ」

「悪趣味よ、それ」

　若菜はそう言って千歳を窘めたけれど、しかし顔に浮かんだ好奇心は、消えていない。

「雅幸さまが間違うはずはないと、思うけれど」

「お間違いにならなければ、それでいいのよ」

　なおも動揺が顔に出ないかと、慎重に千歳は続けた。

「ただのいたずらだもの。わたしが謝って、それでおしまいよ」

「なら、いいけれど」

　若菜は訝しそうな口調で言ったけれど、やはりその顔には喜びがある。

（若菜は、雅幸さまのことを）

　そう思うと、また胸が苦しくなった。しかしそれを懸命にこらえて、千歳は笑顔を作る。

「では、お願いね」

　まだ夜には早い。空を仰ぎながら、千歳は言った。

「女房たちにも、知られないようにね。燭台の光を落として、お待ちするの」

「わくわくするわ」

　もう、喜びを隠しもしないで、若菜は言った。

「本当にお間違いになったら、どうしようかしら？　叩いてさしあげても、いい？」

「まぁ、叩くのはあまりにもお気の毒だわ」

　ふたりは、声を合わせて笑った。笑いながらも千歳の胸は苦しくて──それはなにゆえなのか、もう考えることもできなかった。







　夜。積もった雪がすべての音を吸い取って、しんと静かな時間。

　千歳は、若菜の対にいた。あまりしゃべらずに床に入ると、女房たちは体調が悪いのかと尋ねてきた。

　実際胸は苦しかった。だから「ええ」と短く答えて、褥に横になる。今ごろ若菜は千歳の衣装を着て、千歳の部屋にいるはずだ。そろそろ雅幸がやってきたかもしれない。若菜を見て驚いているだろうか。それとも千歳と間違えたか、さもなくば──。

（若菜を、抱いているかもしれない）

　その考えは、千歳の胸に重くのしかかった。胸が苦しい。あまりにも苦しくて、意識が飛んでしまいそうだ。

（どうしたの……、わたし。どうして、こんなこと……考えたのかしら。雅幸さまを試すようなこと。若菜に嫉妬しているようなこと）

　ああ、と千歳は低く呻いた。胸を押さえて、寝返りを打つ。苦しみはますます強くなって、息ができなくなった。はぁ、はぁ、と肩で呼吸をするものの、しかし空気が充分に吸えない。苦しい、苦しい。

（わたし……、わたし！）

　ぱちん、となにかが弾けるような感覚があった。同時に千歳は苦しみから逃れ、ぼんやりと帳台の傍らに立っていた。

「わたし……？」

　自分の声も、おぼつかない。千歳はくるりと、帳台に背を向けた。そして床を踏んでいる感覚もないまま、自分の部屋へと向かう。

　足音がしない。千歳はまるですべるように自分の対へと歩き、そして御簾の中、寄り添っているふたつの人影に、はっとした。

（若菜……！）

　思わず叫びだしそうになったけれど、しかし声は出なかった。微かな声が聞こえて、それは確かに雅幸と若菜のもので──それを耳にして、かあっと頭が熱くなった。

（いや……！）

　声にならない声で、千歳は叫んだ。雅幸を試すようなことを考えるのではなかった。若菜とともにいる雅幸を見て、胸の奥が熱くなる。

（わたしは、雅幸さまをお慕いしているのだわ）

　そのことを知らなかったわけではない──けれど。若菜が雅幸とともにいるのを見て、改めてそのことが実感できた。雅幸を若菜にも、誰にも渡したくはない──もう、遅いけれど。

（ごめんなさい、雅幸さま……）

　なにを話しているのかは、聞こえない。しかしなぜふたりは寄り添っているのか。千歳は自分の呼気が再び荒くなっていくのを感じた。

（雅幸、さま）

　しかし、声をあげられない。御簾に触れたのに、まるで自分の手には神経が通っていないかのように、質感がないのだ。

（なんなの……？　いったいなにが、起こっているの？）

　自分の身がどうなったのか、御簾のうちのふたりはなにをしているのか。千尋はその場にしゃがみ込んだ。それでも衣擦れの音もしなければ、床を踏む感覚もないのだ。

（わたしは、どうなってしまったの……！）

　それでも目は、確かに機能している。千歳は雅幸を見た。彼の腕が、伸ばされる。彼は若菜を抱き寄せて──。

「あ、ああ……、ああ、あ、あ！」

　千歳の声が発せられたのと同時に、雅幸の声が聞こえた。千歳の叫声に絡むように、雅幸のはっきりとした大声が聞こえた。

「ヒッチリ、カラロヒ、ウン、ケン、ソバカ！」

（な、なに!?）

　雅幸の声があたりに響き渡ったのと同時に、彼の腕の中にいた若菜が消えた──衣だけになって、くずおれた。

（なんなの、いったい!?）

　ひゅっと、世界が色を変える。真っ白に塗り潰され、これは雅幸に抱かれたときに見る光景に似ていると思った瞬間、自分が褥に横になっていることに気がついた。

「な、に……？」

　千歳は、勢いよく起きあがった。そういえば、胸がひどく痛んでいたのだった。なにゆえかわからず悩んでいたとき、ふいに意識が遠のいて──気づけば、自分の対にいて。

「なにがあったの……？」

「千歳さま」

　声が聞こえて、はっとした。慌てて顔をあげると、そこに立っていたのは雅幸だった。若菜はいない。

「雅幸さま……！」

　無作法を犯し、雅幸の胸に飛び込む。雅幸は、しっかりと抱きしめてくれた。

「ごめんなさい、わたし……わたし！」

「いいのですよ」

　今にも泣き出しそうな千歳の髪を撫でながら、雅幸は微笑んだ。

「すべて、済みました。胸のお苦しみも、もうないでしょう？」

「……そう、いえば」

「千歳さまのお部屋に参りましょう。そこで、すべてをお話しします」

「お話って……いったい、なにがあるの？」

　雅幸は黙って、千歳の腰に腕をまわした。優しくいざなわれ、自分の対に戻った千歳は、円座の上、まるで抜け殻のように重ねられた袿の前に、唖然となった。

「若菜は……？」

「まずは、お座りください」

　雅幸は、どかりとその場に座る。彼の隣に千歳も座り、するとまた腕が伸びてきて、引き寄せられた。

「若菜さまは、もうこの世におられないかたなのです」

「……え？」

　雅幸はなにを言っているのだろう。先ほどまで、雅幸自身が若菜と対峙していたのに。しかし目の前にある抜け殻は、確かに若菜の身にただならぬことが起こったのだということを示している。

「昔……昔。私がはじめて、千歳さまにお目にかかったときでした」

　雅幸は、もどかしいくらいにゆっくりと言った。

「覚えていらっしゃいますか？　あなたは池で遊んでいて、落ちてしまった。それを私が、お助けいたしました」

「覚えて、いるわ」

　慎重に、千歳は言った。

「池の水は、冷たかったもの。若菜は私のことを心配して、おかしくなるのではないかというくらいだったわ」

「千歳さまの記憶は、違っています」

　あまりにも意外なことを、雅幸は口にした。千歳は驚いて、目を見開く。

「あのとき池に落ちたのは、千歳さまではない。一緒に遊んでおられた、若菜さまだったのです」

「なにを、おっしゃって……？」

　大きく目を見開いて、千歳は雅幸を見つめていた。

「そんなわけ、ないわ。若菜が池で遊んだりするはずは、ないもの」

「若菜さまはかつては、千歳さま以上におてんばな童であられました」

　千歳を混乱させることを、雅幸は言う。

「池で遊んでいたのは、若菜さま。池に落ちられたのは、若菜さま。私は若菜さまを、お救いすることができなかった」

「な、にを……？」

　頭の中が、ぐるぐるとする。雅幸の言っていることの意味がわからない。しかし──千歳は、目の前の抜け殻に目をやった。

「で、は……若菜は？」

「そのとき、お亡くなりになりました」

「嘘よ」

　自分自身の声が、遠い。まるで自分の声ではないかのようで、しかし動いているのは千歳の唇なのだった。

「嘘よ……だって。だって、若菜は。いまさっき、すぐそこに」

「胸のお苦しみが、あったでしょう？　とてもひどく」

　雅幸は淡々と言葉を継いだ。それに導かれるように、千歳はうなずく。

「苦しかったわ。今まであんなこと、なかったのに。まるで……雅幸さまと結婚してから、このようなことが起こるような」

　ひとつ、呼吸を置いて雅幸は続ける。

「若菜さまは、魂だけの存在であられました。若菜さまの存在をはっきりと感じられるのは、千歳さまだけでいらっしゃったのです」

「嘘よ！」

　自分の声が弾けたのを、千歳は不思議な思いで聞いていた。

「そんなはず、ない。若菜は、ずっとわたしたちの前にいて……おもうさまだって、おたあさまだって」

「魂だけの存在は、生きている者たちにも見えることがあります。あなたたちがふたごで、魂が最も近い存在だったから、若菜さまを強く感じておられた……そうでなければ、若菜さまのことはいつの間にか忘れられて、魂は御仏のもとに向かっていたでしょう」

　なおも雅幸の口調は、落ち着いている。

「若菜さまは、とうの昔に亡くなられた。しかし魂がこの世に引き止められ、残っていた……ふたごである千歳さまがおられたからこそです。しかし……私という者が現れたことで、若菜さまと千歳さまの存在の均衡が、崩れました」

　千歳は、呆然と雅幸の言葉を聞いている。

「千歳さまは、若菜さまを羨ましく思っていらっしゃいました」

　そんな千歳を正面から見て、雅幸は言葉を続ける。

「いつもおとなしく、にこにこと微笑んでいる奥ゆかしい娘である若菜さまを」

　雅幸は優しい口調で、しかしはっきりと言った。

「だがそんなかたは……実際には存在しない。千歳さまは、幻の若菜さまにご自分の理想を反映なさっていたのです。今までここにいた、慎ましく淑やかな若菜さまの姿……それは、千歳さまの劣等感の形だったのです」

「な、に……、それは」

　ごくり、と千歳は息を呑んだ。そんな彼女を、雅幸は抱き寄せる。

「千歳さまは、若菜さまに罪悪感を抱いだいていらっしゃった。ご自分ではなく若菜さまが亡くなったということを受け入れることができず、魂の存在である若菜さまを具現させ……そこに、ご自分の理想のすべてをごらんになっていた」

「そ、んな……」

　うまく言葉が紡げなくて、ゆっくりと、ゆっくりと千歳は言った。

「あれは……わたしが若菜として接していたのは、若菜自身ですらなかったというの？　わたしが具現させ、って……わたし、そのようなこと」

「私と結婚してから、胸が痛むことが多かったでしょう」

　慰めるように、雅幸は言った。

「あれは、私に反応して、物の怪が暴れていたのです。あの物の怪は恋に破れて死んだ女……しかしなぜほかの誰でもない、千歳さまに取り憑いたかというと、若菜さまをそばに置いていらっしゃったから。若菜さまこそが、強力な物の怪の形であったからです」

「若菜が、物の怪……」

　千歳は唖然と、抜け殻を見やる。そこに確かにいた、若菜。彼女が、物の怪だったなんて。とうの昔に、死んでいたなんて。

　信じたくはない。けれど目の前の事実が、雅幸の言葉を証明している。千歳はただただ混乱の中にあって、そんな彼女を慰めるように、雅幸はそっと背を撫でてくれた。

「千歳さまは、聡いおかたです」

　今までの厳しい口調とは裏腹に、優しく宥めるように、雅幸は言った。

「今すぐにでなくてもいい、しかしいずれ、おわかりになるでしょう……」

「……若菜」

　そう呟くと「なに？」と答える彼女が見えるようなのに。しかしもう、いないのだ。いなかったのだ。とうの昔に死んで、今まで千歳が見ていたのは物の怪──千歳の、劣等感の形だったというのだ。

　なおも千歳は、信じたくないという思いを胸に抱いていた。しかし振り返れば、引っかかるところはあるにはあった──千歳が目を瞑っていただけで。真実を見ようとしなかっただけで。

「若菜さまの魂は、大威徳明王のもとに送りました。いずれ仏の御許に行くことができるでしょう」

「どうして……」

　雅幸の腕の中で、千歳はぽつりと言った。

「今まで、こうしなかったの？　雅幸さまは、若菜に何度も会ったはずよ。それなのに今まで、なにもしなかった……」

　雅幸は、困ったように言葉を切った。そしてややあって、口を開く。

「千歳さまの執着がお強くて、手を出すことができなかったのです」

　どきり、と千歳の胸が跳ねた。

「一度、千歳さまが倒れられたとき。あのときも、試みました。けれど、まだ執着を解くには至らず……私の、未熟さゆえです」

「そんな、こと」

　雅幸の腕に縋りついたまま、千歳は言った。

「そんなこと、ないわ。悪いのは、わたしなのだもの……」

「そのようなお考えは、よくありません」

　雅幸が窘めた。

「そのようにご自分をお責めになっては、若菜さまも浮かばれないでしょう。若菜さまがもう、千歳さまのご心配をしなくていいように、心安らかにお過ごしにならなくてはいけません」

「わたし、死んでいる若菜にさえ、心配をかけているのね」

　そのことにはますます胸が痛むけれど、しかし雅幸の言うとおりなのならば、このような気鬱に身をやつしていてはいけない。

「でも。雅幸さまがわたしを愛してくださったから……もう、若菜は。わたしの劣等感の形は、なくなった。それで……若菜も、安心してくれるはずよね」

「もちろんです」

　雅幸の手は、何度も千歳の背を撫でた。その優しさに涙がこぼれる。それは亡き若菜に向けた手向けの涙でもあり、己の劣等感と別れることのできた喜びの涙でもあり、同時に愛する者に与えられた安らぎゆえのものでもあった。

「悪いことをしたわ……わたし」

　雅幸の腕の中で、千歳はつぶやいた。

「わたしのせいで若菜を、物の怪にしてしまうなんて」

「あまり、ご自分をお責めにならないように」

　雅幸は、優しい声で言った。

「そういう心も、物の怪を呼びます。始末に負えない物の怪は、心の隙に入り込んでくる……そのような油断を見せては、なりません」

「難しいのね」

　少し戯けた口調で、千歳は言った。

「心の隙を作らないなんて、難しいわ。雅幸さまになら、できるのかもしれないけれど」

「もちろん、私にも難しいことです」

　雅幸はゆっくりとつぶやいた。

「しかし自ら物の怪を作り出し、それをそばに置いて何年も……なんの影響もなかった千歳さまは、本当にお強いのだと思いますけれど」

「恥ずかしいわ、そんなこと」

　千歳はますます、雅幸に縋りついた。抱きしめ、彼の温もりを感じて。息を吸い込むと、高雅な香が仄かに漂っているのがわかる。

「けれど、この先も……ずっとお強くていらっしゃる必要はありません」

　千歳の背を撫でながら、雅幸はつぶやく。

「これからは、私がついております。千歳さまを、おひとりにはいたしません」

「ええ……」

　その言葉の甘さに、千歳は酔った。

「雅幸さまを、頼りにしております。ずっとずっと、わたしと一緒にいて？」

「もちろんです。千歳さまが私に飽きられるまで、ずっと」

「あなたに飽きるなんてこと、ないわ」

　くすくすと、千歳は笑った。

「あなたは、とんだ驚きの筺だもの。文章博士かと思ったら、陰陽師で。わたしの運命を変えてしまうほどの力の持ち主で」

「それでは、千歳さま」

　雅幸も笑っている。なにかがおかしくてたまらないといった笑い声だ。

「もっと驚くことを、教えてあげましょう」

「あら、なにかしら？」

「また、後日にね」

「雅幸さま！」

　千歳が声をあげると、雅幸はなおも笑った。千歳は頬を膨らませていたけれど、やがて一緒になって笑い出す。

「ご懸念なきよう。あなたを失望させるようなことは、ありません」

「期待しているわ」

　雅幸は、千歳を抱きしめていた腕を片方ほどいた。どうしたのか、千歳が顔をあげると、顎を指でとらえられた。上を向かされて、くちづけられる。

「ん、……ん、っ……」

　最初は唇を重ねるだけ、次第に深く、互いの味を知っていく。

「っ、……ん、っ……、っ」

　そっと、男の舌が挿ってきた。それに唇を舐められて、反射的に開くと中をかきまわされる。息ができなくなって低く呻くと、強く体を抱き寄せられた。

「愛しています……」

　低く沁み込んでくる声で、その言葉を聞かされた。

「あなたほどの姫ぎみは、ほかにいない」

「雅幸さま……」

　あ、と少し高い声が洩れた。雅幸の手が、腰を撫であげてきたのだ。それにぞわぞわとした感覚を味わわされながら、千歳もまた甘い世界に溺れていく。

「あなたは、私だけのものだ」

「ええ、わたしはあなただけのもの」

　いつか交わした言葉を、ふたりはまた繰り返す。

「そしてあなたも、わたしだけのもの」

「はい」

　雅幸が少し唇を離しかけ、千歳はそれを追いかけた。今度は自分から舌を差し挿れ、彼の唇を舐める。舌を舐めて、彼の味を感じ取る。

「ん……ん、……ん、んっ」

「千歳さま」

　そんな千歳のいたずらに驚いたように雅幸は声をあげ、千歳はますます、彼の口腔をかきまわすことを続けた。

「む、……っ……、ん、ん……」

「そのようにされては」

　困ったように、雅幸は言った。

「抑えが、利かなくなりますよ？」

「抑えなくて、いいのに」

　ねだる口調で、千歳は言った。

「わたしを……好きにして。あなたの手で、めちゃくちゃにしてほしいの」

「どこで、そんな言葉を」

　呆れたように雅幸は言った。

「私は、お教えした覚えはありませんが？」

「いいえ、あなたが教えたの」

　体を擦り寄せると、雅幸が両腕で千歳を抱いた。そのまま後ろに倒れたので、千歳は驚いて目を見開く。

「雅幸さま？」

「まったく、あなたというかたは」

　雅幸の上にのしかかる恰好になって、そんな千歳に雅幸は再びくちづける。唇を重ね、濡れた部分で触れあい。舌を触れさせては絡め、唾液を啜る。

「あ、あ……、っ……」

「あなたが、悪いのですからね」

　千歳の体をなぞりあげる手に、力が籠もった。

「あなたが、これほどに魅力的なのがいけない」

　どこか恨みがましい口調で、雅幸が言う。

「私を誘って……、私を、我慢のできない情けない男にしてしまう」

「だって……、わたしも」

　ちゅく、ちゅく、とくちづけを濃くしながら、千歳は答える。

「我慢できないもの……あなたに抱かれて、我慢なんてできるわけがないわ」

「千歳さま」

　雅幸はそうささやいて、そして千歳の小袖の合わせに手を忍び込ませる。乳房に直接触れられて、千歳はひくんと体を震わせた。

「ふふ、もう反応していらっしゃる」

　愉しげな口調で、雅幸はささやいた。

「この先、どんなお姿を見せてくださるのか……楽しみです」

「あ、や……、っ……、ん、な……」

　くちづけまでは積極的にできたのだけれど、しかしこれ以上は──千歳は背を反らせ、雅幸の上で抱きしめられながら、あえかな声を洩らす。

「あ、あ、……、っ、……、っ」

　声が絡み、吐息を混ぜあい、体を重ね合って。

　ふたりの間に生まれた、新しい夜がまた更けていく。






第五章









　ことさらに贅を尽くした袿を重ね、裳をつけた。羽ばたいていく鶴の姿がうつくしく描かれている。

　いつもはとき流している髪を結いあげ、宝ほう冠かんをつける。裙く帯たい、比礼ひれを身につけ、袙扇を持つ。すべての装飾の重さに、千歳はため息をついた。

「ねぇ、おもうさま」

　娘の様子を見に来た父に、千歳は声をかけた。

「どうしてわたしが、御所に参内するの？　わたし、なにかしたのかしら」

「私にも、わからない」

　束帯に身を包んだ父は、困ったように首を傾げる。父の顔色はあまりよくなく、そのような姿ははじめて見た。なにしろ、参内するなど──これ以上はない名誉なことなのだから。

「ただ、千歳を連れてくるようにとのお達しなのだ。上うえ、直接の」

　上──帝。天皇。いくら遠縁の、貴族の娘だとはいえ、そのように畏れ多い身分のかたに呼び出されるような機会が来るとは、思ってもみなかった。

「まさか、わたしなにかして……叱られるわけではないわよね……？」

「それも、わからない」

　父は、ぶるりと震えた。上直々に叱られるようなことがあれば、殿上人としては致命的だ。しかし真面目な父に限って、叱責を受けるようなことはないと思うのだけれど。

　千歳たちは牛車に乗り込んだ。あたりはもう暗くて、牛飼童は松明を持っている。このような時間に外出するというのも、また新たな刺激で、千歳は御所に呼び出された恐怖よりも、ときならぬ体験にわくわくとしていた。

　牛車は夜の朱雀門を通り抜け、八省院の脇を通って建礼門に至る。そこで千歳たちは牛車から降りた。すると黒い束帯の男性が深々と頭を下げた。

「お待ちでいらっしゃいます」

　その言葉に、千歳はにわかに緊張した。

「こちらへ」

　父と、目を見合わせる。先導の男性についていく、回廊の長さは永遠とも思えるほどで、しかしようやく、大きな几帳の前に辿りついた。錦の円座に座るように言われ、ぎくしゃくしながら、腰を下ろした。

「それほどに、緊張しなくても」

　几帳の向こうから、声がする。

「私たちの仲で、それは不要なのではありませんか？」

　聞いたことのある声──しかし千歳の耳には、すぐにそれが誰かわからなかった。

「私ですよ、千歳さま」

「……雅幸さま!?」

　思わず、声がひっくり返った。千歳は袙扇を取り落として、円座から腰をあげてしまった。

「これ、千歳」

「でも……あそこにいらっしゃるの、雅幸さまだわ！」

　雅幸は、鶯色の直衣をまとっていた。彼は扇で口もとを隠しながら出てくると千歳の隣に座り、にっこりと微笑んだ。

「よく、いらしてくださいました」

「いらしてって……、えええ、どういうことなの!?」

　なおも雅幸は、にこにこと笑うばかりだ。戸惑いの極みにある千歳の耳には、別のたおやかな声が聞こえてきた。

「千歳さま、わざわざご足労いただき、感謝しておりますよ」

　女性の声だ。いったい誰なのか見当もつかず、千歳はなおも胸を高鳴らせるばかりだ。

「私の、母です」

「おたあさま……？」

　雅幸の言葉を、千歳は鸚鵡返しにした。それ以外、反応のしようがなかった。御所に雅幸がいる。御所には雅幸の母がいる。御所にいる女性で、このような場を許されるといえば妃しかあり得ず、ということは──その事実を組み立てるのに、しばし時間を要した。

「あの……雅幸さまの、おもうさまは……」

「今、来ますよ」

　気軽な調子で雅幸は言ったけれど、しかし同時に、あたりの雰囲気が変化したのを千歳は感じ取った。

　千歳は円座の上で身を小さくし、頭を下げて微かな足音を迎えた。それが誰とはわからずとも、そうしなくてはいけない気がしたからだ。

「近う」

　その声は、言った。雅幸は千歳の手を取って、几帳の前へと促す。千歳は雅幸のなすがままだった。

「なんと、涼やかな娘」

　重々しい声が、感嘆を見せた。千歳は恐縮して、頭を下げる。

「このような娘なら、春宮の目に適ったというのも納得できるな」

「……？」

　聞き慣れない言葉を、千歳は聞いた。首を傾げて雅幸を見ると、彼はどこかいたずらめいた目をして千歳を見ている。

「とう、ぐう……？」

「ええ」

　雅幸は、まるで種明かしをするように、言った。

「私は、春宮。上の一の宮。母は中宮、父は帝にあらせられます」

「……」

　一気に入り込んできた言葉の、意味がわからない。千歳は目を白黒させて雅幸を見て、彼がにこにこと微笑んでこちらを見ているのに、からかわれているのかと思った。

　しかし自分の物具装束を振り返るまでもなく、ここは御所だ。千歳たちは、帝に呼び出されたのだ。そしてそのような場所で、冗談など許されるはずがない。

「まったく、春宮のいたずら好きにも、呆れてしまうな」

　几帳の向こうの、帝が言った。

「妻問いをしてから、自分が春宮だと明かすとは。娘御も、驚いているではないか」

「娘御、なんてよそよそしい。父上」

　千歳の聞いたことのない口調で、雅幸は言った。どこか甘えたような、と思うのは、畏れ多くも帝ではあっても、やはり彼にとっては父だからなのだろう。

「千歳、と呼んでさしあげてください。私も、そうお呼びしております」

「そうか、千歳」

　千歳の胸が、大きく鳴った。仮にも帝に、直接名を呼ばれて落ち着いていられるわけがない。千歳は動揺して視線をうろうろとさせ、そんな彼女を雅幸は楽しげに見つめている。

「春宮の妻問いに応えてくれて、礼を言うぞ」

「あ、はい……！」

　緊張のあまり、おかしな声をあげてしまった。呆れられはしなかっただろうかと思ったけれど、隣の雅幸も澄まして几帳を見つめている。

「かくなるうえは、千尋どのを春宮妃として迎えたいと思うが。なぁ、兵部卿？」

「は、はいっ！」

　兵部卿とは、千歳の父のことだ。兵部省に勤める正四位下である卿の父は、そう呼ばれている。

「そなたには、異存はないか」

「異存など、とんでもございません！」

　いつも冷静な父の、慌てる姿をはじめて見た。その姿を見ていると逆に千歳は落ち着いてきて、袴を手繰り寄せて座り直すと、几帳のほうを見やった。

「私めの、娘でいいとおっしゃってくださるのなら……これ以上の名誉はございません」

「うむ、春宮がそう言うのでな」

　雅幸は、少し肩をすくめた。几帳を通して、親子の視線での会話があったのかもしれなかった。

「春宮の選んだ娘に、間違いはなかろう？　なんでも昔、その娘を救った縁があるそうだな」

「父上、それは違います」

　雅幸が、口を挟んだ。

「池で溺れたのは、千歳さまの妹御です。私はその御方を、お助けできませんでした」

　父がそっと、袖口を目もとに置く。その仕草で、父がまだ若菜のことを忘れていないということがわかった。

「そうか……それは。辛いことを思い出させたな」

「いいえ」

　雅幸は気丈にそう言ったけれど、その目に微かな涙が浮かんでいることを、千歳は見て取った。

「しかしそれでも、その娘御……千歳どのとは、縁があることには違いなかろう。古くからの縁は尊重すべしと、古いにしえのかたがたもおっしゃっておられる」

　そう言って、帝は口を切った。

「雅幸」

　言葉を継いだのは、中宮だった。好奇心旺盛な性た質ちなのか、少し几帳から姿を見せて、顔を扇で覆っている。

「大切に、なさい」

　中宮は、その存在にふさわしい、実に母親らしく温かい言葉をかけた。

「せっかく見つけた、縁のきみ。大切に……一生、そのかたと添い遂げなさい」

「もちろんです、母上」

　胸を張って、雅幸は言った。

「私は、ほかに女性などいりません。千歳さまだけを大切に、一生……大切に」

「聞きましたよ」

　そう言って中宮は、几帳の中に姿を隠してしまった。彼女の姿は、深紅の袿に描かれた梅の鮮やかな模様しか目に入らなかったけれど、その人柄は充分に伝わってきたように思った。

　千歳は、雅幸を見あげる。彼は微笑んで、千歳の腰に腕をまわしてきた。そして扇で口もとを隠すと、ちゅっと微かな音のするくちづけを、千歳の唇に落としたのだった。







　まさか、まさか、と千歳は繰り返した。

「あなたがここまで、隠しごとがうまいとは思わなかったわ！」

　髪をほどき宝冠や裳を取り、袿を重ねた恰好で、千歳は声をあげる。庭には月が輝き、白い雪があたりの音をすっかり吸ってしまっている。

「文章博士だの陰陽師だのというのは、嘘だというの？」

「嘘ではありません」

　涼しい顔で、雅幸は言った。

「それらも、私の顔のひとつひとつ。春宮であるのも、また私の顔のひとつにすぎません」

「そんなにたくさんの顔がある人なんて、聞いたことがないわ！」

　なおも、千歳は叫んだ。ここは千歳の対で、あたり憚ることはない。御所から緊張しっぱなしだった千歳も、自分の部屋に戻ってきて、やっと体の力を抜くことができたのだった。

「いったいあなたは、何者なの？」

「あなたの、夫ですよ」

　雅幸はそう言って、千歳を呆れさせた。もっとも呆れはしたものの、悪い気はしなかったのだけれど。

「私は、あなたにふさわしい男になるためだけに動いてきた。学問を囓ったのも陰陽道に手を出したのも、あなたの御ため。すべては、あなたがいらっしゃったから」

「そ、んな……」

　恋人に、そこまで愛情を明らかにされた女は、どのように反応すればいいのだろう。千歳は戸惑い、先ほどまで文句を言っていたことも忘れてしまった。

「そんな……こと。本当なの？」

「もちろん、本当です」

　澄ました顔で、雅幸は言った。

「春宮だけは、まぁ……私の意図ではありませんでしたが。このような者を夫にしておいて、損はないと思いますよ？」

「損とか得とかじゃ、ないわ」

　はぁ、とため息をついて、千歳は答えた。

「そんな……素晴らしすぎる男ぎみを夫にしている私の身にも、なって？」

「私は、それ以上に重圧を感じているのですが」

　雅幸の言葉に、千歳は首を傾げた。

「あなたのようにうつくしくて、かわいらしくて、聡明なおかたの夫だなんて。私は、その任を務められるかどうかわかりません」

「自分から、望んだくせに？」

　うつくしいだのかわいいだのは、置いておいて。自分がそれほど賞賛されるような女だとは思わないけれど、雅幸がそう思ってくれているのなら、誤解を解く必要はない。

「ええ、望んだのですが……私には、重荷だったかもしれません」

　はぁ、とため息をついて扇で口もとを隠す雅幸を見ていると、不安になった。千歳は彼の隣に座り、じっと彼を覗き込む。

「……わたしを、捨てたりしないわよね？」

「は？」

「わたしが重荷だって、捨てたりしないわね？」

「重荷だなんて」

　驚いたように、雅幸は言った。

「なぜ、そのようなことを？」

「だって……重圧を感じているって」

「そういう意味ではありません」

　千歳に顔を近づけて、雅幸は言う。

「あなたが重いのではありませんよ？　その旨、誤解なきよう」

　どこか戯けた、それでいて真剣な口調でそう言って、雅幸は千歳にくちづけてきた。

「ただ、あなたのように立派な女人に私がふさわしいか、考えてしまうのです。物の怪をも自分のものとしてしまうあなたの強さに、ついていけるかどうか……」

「言わないで、そのことは」

　千歳はささやいて、雅幸のくちづけに応えた。ふたりの唇が重なる。触れ合って、すぐに離して。そうやって互いの味を味わいながら、徐々に接吻は深くなっていく。

「ん、ん……、っ……」

　くちづけながら雅幸は千歳の手を取り、くちづけながら引き寄せた。畳の上に、そっと寝かせる。仰向けになった千歳は、雅幸の重みを感じながらなおも接吻に溺れている。

「ん、ぁ……、ああ、あ……、っ……」

　重ねるだけだったくちづけは、次第に淫らなものになる。ちゅく、ちゅく、と音が立って、その音に感じさせられた。それでもなお、彼の唇を味わっていたい。挿り込んできた舌に唇を舐められて、千歳はどきりとした。

「い、や……」

「いや、ですか？」

　懸念するように、雅幸が言った。千歳は慌てて首を振る。

「違うの、いやなんじゃないの……」

「ええ、わかっていますよ」

　笑いながら、雅幸は言った。

「気持ちいいのですよね？　こうするのが……お好きなのですよね？」

「いぁ、……ああ、あ……っ、あ」

　ぺちゃぺちゃと舐められて、挿り込んできた舌に歯をなぞられる。それだけでぞくぞくとして、体が疼き始めて。ぞくっ、と震えた背を、雅幸の手に撫でられた。

「は、ぁ……、っ、……、ッ、……」

　舌がさらに奥を探る。千歳のそれと触れ、互いの表面を舐めあった。微かに感じるざらざらとした感覚が、また彼女を感じさせる。

「ん、ぁ……ああ、あ、……、っ……」

「ねぇ、千歳さま」

　くちづけたまま、雅幸はささやいた。

「このまま、あなたを脱がせてもいいですか？　小袖だけで、私の目を愉しませて」

「そ、んなこと……」

　千歳とてその気ではないわけではないのだけれど、しかしあからさまに言葉にされると、どうしても羞恥が湧く。目を逸らせてときめく胸を抑えようとしても、雅幸はじっと千歳を見つめてきて、そのまなざしの熱を如実に感じるのだ。

「だめ、ですか？」

「そのようなこと、訊かないで」

　少しむくれて、千歳は言った。

「訊かないで。そういうことは、黙ってするものよ」

「おや、閨での作法は、あなたのほうが詳しいらしい」

　からかうようにそう言われて、かあっと頬が熱くなる。そんな千尋の耳もとを撫で、きゅっと端を引っ張られた。なにをふざけているのかと思う前に、ぴりぴりとた感覚に、はっとした。

「このようなところで感じることも、もう覚えて」

「だ……、って、あなた、が」

　震える声で、千歳は言った。雅幸は、ちゅくんと音を立ててくちづけをほどく。そして触れた耳に唇をすべらせて、指で触れた痕に軽く咬みついた。

「い、ぁ……、あ、あ！」

　ぞくぞくと、性感が伝わってきた。自分の声がすでに濡れて、甘いものになっていることに羞恥を覚えながら、それでも雅幸の与えてくれる感覚に溺れてしまいたいと思う。

　ちゅ、ちゅ、という音がやたらに大きく聞こえる。耳に触れられているのだから当然だけれど、それが自分の淫らを現しているような気がして、恥ずかしさがますます大きくなる。

「んぁ、あ……あ、あ……、っ……」

　耳朶に唇が這って、きゅっと吸われた。その拍子に甘い声が出てしまって、千歳は思わず目を閉じた。

「ここ……それほどに、感じますか？」

「か、んじるわ……」

　それでも雅幸に嘘はつきたくなかった。正直に、千歳は言った。

「このようなところが感じるなんて、おかしい……だめ、なのに……」

「だめではありませんよ」

　小さく笑いながら、雅幸が言った。

「私が、あなたにすること……なにもかも感じてほしい。私の愛を、受け取ってほしい」

「あ、あ……、っ……」

　耳にいたずらしながら、雅幸の手は千歳の肩に這う。まとっている袿を肩から落とされ、重みを脱ぎ去ったと思ったら、彼の望みどおりの小袖一枚になっていた。

「や、っ……、っ……」

「ずいぶんと、艶めかしいお姿だ」

　からかうように雅幸は言ったけれど、その目には欲情が宿っていることが伝わってくる。彼も感じている──千歳を抱きたいと思っている。そう思うと千歳の性感も揺すぶられて、熱い呼気が続けざまに洩れた。

「ん、は……っ、……っ」

　雅幸の唇がすべって、頬にくちづけられる。顎に、咽喉にくちづけられる。敏感な肌はすべての刺激を快感と受け止め、千歳は何度も大きく震える。

「っ、あ……ああ、あ……、っ……」

　雅幸の手は袴の紐に触れ、しゅっと音を立ててほどく。その音はくちづけの淫らさよりもさらに淫猥に聞こえた。雅幸に抱かれるということを実感させられているようで、体の芯からぞくぞくする。

「あ……あ、あ……」

「ほら、あなたの白い肌が」

　袴の締めつけがなくなったことで、緩んだ衿もとに雅幸は手をかけた。ぐいと広げられると、なにもまとっていない状態になった。裸で雅幸の目の前に座っている状況に、耐えがたく千歳は声をあげた。

「あ、なたも……」

　掠れた声で、そう訴える。

「あなたも、脱いで。わたしばかり、いやよ」

　雅幸は薄く笑った。首上に指をかけ腰帯をほどき、彼は小袖姿になった。

「それも」

　千歳は手を伸ばした。帯に触れると結び目をほどき、しゅるりと引っ張る。雅幸の肩に手を置いて衿も引っ張ると、彼の逞しい体が現れた。

「そんなに、見ないで」

　どこか照れくさそうに、雅幸が言う。夜の薄明かりの中とはいえ彼の筋肉の陰影は映え、千歳の視線を釘づけにしてしまう。

「だって……」

「だって？」

　くすくすと、雅幸は笑う。彼は腕を伸ばして千歳を抱きしめてきて、直接触れる肌の感覚が心地いい。千歳は息をつき、雅幸はまた笑った。

「本当に、あなたは」

　互いに裸でありながら、ただ抱き合っているだけ、という状況に千歳も思わず笑ってしまう。

「かわいらしい……このような淫らな姿でも、なおも愛らしいのですね」

「そ、んな……」

　妙な褒めかたをされて、千歳は戸惑った。雅幸に抱きつく腕に力を込めると、彼もしっかりと抱きしめてくる。ふたりの胸が触れ合って、硬くなった乳首が潰された。

「あ、っ、あ……」

　それに感じている千歳の反応をみて、雅幸は胸を押しつけてくる。抓んだり吸われたりするのとは違う感覚があって、千歳は小さく呻いてしまう。

「感じますか？」

　千歳をしっかりと抱きしめた雅幸は、言った。

「私も、感じます……あなたの肌は、心地がいい。ずっと、こうしていたい」

「ええ……」

　雅幸の手が背中に這って、髪を絡めながらゆっくりと上下する。まるで子供をあやす仕草だけれど、その中にも確かな性感があって、いつもとは違う高められかたに、千歳は身を捩らせた。

「あ、あ……、っ……」

「あなたの声も、いいですね」

　はっ、と息を吐きながら、雅幸はささやく。

「今宵は、ずっとこうしていましょうか？　あなたの肌を、吐息を味わって」

「ん、んっ」

　それも魅惑的ではあったけれど、それでも千歳の体の奥では、炎が芽生えている。徐々に情欲が燃えあがりはじめている。

「も、っと……」

　小さな声で、千歳は言った。

「もっと、わたしに触れて」

「おや、積極的ですね」

　雅幸が笑ったことに、淫らな女だと呆れられたのかと思った。しかし彼は千歳の唇にちゅっとくちづけをしてきた。そして肩に、乳房に唇を移す。

「ん、ぁ！」

「ここが……すっかり、硬くなっている」

　嬉しそうに雅幸は言い、きゅっと力を込めて吸った。

「いぁ、あ……あ、あ！」

「あなたが、わたしに反応してくださっていること……嬉しいですよ」

「あ、なたも……」

　いつの間にか、千歳の声は震えていた。

「わたしに、感じる？　わたしを、抱きたいと思う？」

「あたりまえではないですか」

　どこか呆れたように、雅幸は言った。

「いつだって、そう思っていますよ。あなたが愛おしい……あなたを、抱きたい」

「ひ、ぁ……ああ、あ！」

　乳首を吸うのと同時に、両脚の間に指が挿り込んできた。ちゅく、とあがった音に自分がもう濡れていることを感じさせられ、そのことにたまらなく昂奮してしまう。

「あ、あ……、そこ」

「あなたも、私に抱かれたいと思ってくださっているようですね」

　ふっと、濡れた乳首に吐息を吹きかけられる。秘所に這う指が、秘芽を抓む。両方に力を込められて、座り込んだ恰好のまま、千歳は喘いだ。

「ここも……もう、こんなに濡れて」

「いぁ、あ……ああ、あ……、っ……」

　抓まれて、きゅっと捻られて、いたわるようになぞられて、また抓まれる。そんな動きを繰り返されて、千歳の体温はどんどんあがっていった。

「もっと、声を聞かせて」

　秘所に指を埋め込みながら、雅幸がささやく。

「あなたの、麗しい声を……ああ、ここもたくさん濡れてきた」

「や、ぁ……、ん、……、っ……」

　千歳の肌は、ひくひくと震える。ちゅく、と蜜口に指を添えられ、ぐるりとかきまわされて。すると鋭い刺激が貫いて、千歳は背を反らして喘いだ。

「あ、や……、っ、……、ッ……」

　不安定に揺れる体を、雅幸が支える。そのまま秘所をいじられて、指がぐいと中に挿ってきて。ぐちゃりとかきまわされて、下腹部がどうしようもなく疼いた。

「雅幸さま、いや……この、恰好」

「そのままで、耐えてください」

　なぜか雅幸は、そのようなことを言った。

「いつもと違う恰好も、昂奮するでしょう？　ねぇ、こうされて、いつもより体が熱いのではありませんか？」

「や、ぁ……っ、……、っ……」

　熱い息が洩れる。雅幸は改めて千歳の脚を大きく拡げさせ、秘所をくちゅくちゅといじった。指が二本挿ってきて、内壁を拡げられる。柔らかい肉を擦られて、その感覚に千歳はなおも声をあげた。

「いぁ、こ、んなの……っ……！」

「あなたの肌が、微かに赤くなっている」

　雅幸もまた快感に耐えがたいというように、声を洩らした。ちゅっ、と音を立てて乳首にくちづけられる。

「熱くなって……震えている。あなたも、たまらないと思っておいでなのですね……」

「あ、あ……あなた、が……」

　ひぁ、と千歳は嬌声を洩らす。指がなおも深く挿ってきて、蜜肉を擦った。同時にぬちゃぬちゃと濡れた音がして、それにもまた煽られた。

「すること、だもの。なんだって、たまらない……」

「嬉しいことを言ってくださる」

　雅幸の吐息が、濡れた乳首に触れる。ちゅ、ちゅ、と何度か吸いあげて、そして彼は、顔をあげる。

「あなたも、私に触れて？」

「え、ええ……」

　そうすることはやぶさかではない。しかしどこを、どのように触れればいいのか──戸惑う千歳の手は、雅幸によって掴まれた。

「ここ」

　触れさせられたものは熱かった。それはなにかと思えば、雅幸の欲望だ。それに気づいた千歳は、びくんと体を震わせた。

「驚かせましたか？」

「いいえ……、でも」

　今まで体に受け挿れても、手で触れたことはなかった。その熱、太さ、形状の淫らさに千歳はごくりと息を呑んだ。

「こ、んな……」

「気味が悪い？」

　笑いを含んだ口調で、雅幸が言う。千歳は首を横に振った。

「違うわ。でも……」

「なんですか？」

「どう触れれば、あなたも気持ちよくなるの？」

　それは雅幸にとって、意外な質問だったらしい。彼は低く息を呑んで、そしてそっとささやいた。

「擦って……あなたの柔らかい、手のひらで」

　千歳も吐息を呑み込みながら、うなずく。そっと手を動かすと、雅幸が艶めかしい呼気を洩らした。

「これで、いいの？」

「ええ……お上手ですね」

　雅幸の、昂奮を隠しきれないといった調子に、千歳もまた息が荒くなる。杭状のそれに指を絡めて手を前後させると、濡れたものがまとわりついてくる。欲望がひとまわり、大きくなる。

「あなたにされているというだけで、たまらなく昂奮しますよ……」

「あ、あ、……、ッ……あ、あ……」

　千歳がうまくそれを愛撫できている、と褒めるように、千歳の中に埋め込まれた指がうごめく。ちゅくちゅくと溢れる蜜を絡め、かきまわすようにして愛撫される感覚にたまらず身を捩り、彼にも同じような快感を与えたくて、なおも手を動かす。

「ん、っ……」

　雅幸が、声を殺す。そのようなことをしなくていいのに──もっと、声を聴かせてほしいのに。彼自身を愛撫しながら千歳は首を傾げ、雅幸の唇に自分のそれを押しつけた。

「っ、ん、ん、っ」

「あなたの声を、聴かせて？」

　千歳は、震える声でささやいた。

「もっと、もっと……どうしたら、あなたは気持ちよくなるの？」

「擦って……、もっと、強く」

　喘ぐように、雅幸はつぶやいた。

「前後に……、そう、そのように。液を絡めて……」

「男のかたも、濡れるのね」

　はっ、と熱い吐息とともに、千歳はつぶやいた。

「こんなふうに、たくさん……わたし、知らなかった」

「あなたの声でそのようなことを言われると、昂奮しますね」

　掠れた声ながら、どこか笑いを含んだ調子で雅幸は言った。

「ますます、力を得てしまいそうですよ……。ああ、あなたの手は柔らかくて」

「気持ちいい？」

「ええ」

　ふたりは唇を合わせる。雅幸はまるで負けまいというように千歳の秘所を愛撫する指に力を込めて、千歳は大きく目を見開いた。

「やっ、や……やぁ、あ……、あ、あ！」

「あなたばかりに、任せておくわけにはいきませんからね」

　その口調に、どこか意地のようなものがあったのは気のせいだろうか。

「私も、あなたを気持ちよくしたい。もっともっと、感じてほしい……」

「や、ぁ……、ああ、あ……、っ……！」

　雅幸が愛撫の動きを強めると、千歳の脳裏は直接的な快感で塗り潰されてしまう。雅幸を高める手の動きもおぼつかなくなり、ただ快感に声をあげるしかなくなってしまう。

「ああ……あ、あ、あ……あ！」

　膣な内かを擦られ、引っかかれて、腰がびくびくと跳ねる。秘芽と花びらは手を突きあげる動きに潰され、翻弄されて、たちまち手にしているはずの雅幸自身を愛撫することを忘れてしまう。

「いぁ……あ、あ……っ……！」

「あなたはやはり、そうやって……喘いでいる姿が、よく似合う」

　ぐちゅぐちゅと千歳の秘所を愛撫しながら、雅幸は言う。

「蜜も、こんなに溢れて……私の比ではありませんよ。あなたの、甘い蜜……」

「あ、あ……、あ……ああ、あっ！」

　目の前が白く塗り潰される。星が飛ぶ。その瞬間がやってくると思ったのに、その前に雅幸は、秘所から指を引き抜いてしまう。

「やぁ、あ……、ああ、あっ……！」

　快感を奪われて、同時に腰を引き寄せられて。あ、と思ったときには、千歳は雅幸に抱きしめられていた。

「雅幸さま……？」

「このまま、私の膝の上に乗って」

　彼は、掠れた声でささやいた。

「あなたから、挿れるのですよ。私のものを、あなたの中に」

「わ、たし……から？」

　彼の言うことの意味がわからなくて、千歳は戸惑う。雅幸は自分の膝の上に千歳を乗せる。濡れそぼった秘所に触れるものがあって、それが彼自身だと気がついて──千歳は、大きく身を震わせた。

「ええ、これを」

「あ、っ！」

　千歳の腰は浮かされて、濡れ溶けた秘所に熱いものが押しつけられる。雅幸の膝の上に乗ったまま受け挿れるなどはじめてだ。思わぬ経験に千歳は大きく身を仰け反らせ、しかし自らの重みで、ずくずくとそれを受け止めてしまう。

「ああ……」

　千歳の嬌声に絡んで、雅幸がため息をつく。

「あなたの中は、心地いい」

「あ、あ……っ……、っ、……、あ、あ！」

　しかし千歳の耳には、その言葉は意味あるものとして伝わってこない。じゅく、じゅくと挿り込んでくるものを感じるだけで精いっぱいだ。秘所は拡がり敏感さを増して、男の欲望をくわえ込んだ。

「これほどの快楽を……、私は、知らない」

「いぁ、あ……あ、あ……、っ……、っ！」

　柔らかい肉が、押しのけられる。ひくつく部分を擦って、雅幸は腰を突きあげた。

「や……ああ、ああ……、っ……！」

「もっと、深く」

　貪欲に先をねだって、雅幸はささやく。

「もっと、あなたを……もっと、もっと」

「んぁ、……あ……ああ、あ……ん、っ……」

　ずりゅ、という音とともに、媚肉が擦られた。熱杭の先端が腹の内側を突き、その感覚に千歳は喘ぐ。何度も荒い息を吐いて、彼を受け挿れる。

「ああ、……あ、あ……、っ……！」

　彼自身は熱く、千歳の内部を焼いていく。その感覚に耐えがたく呻き、しかし同時にそれはたまらなく心地いい。

「んぁ、あ……あ……ん、っ、ん、んっ！」

　深い場所を突かれ、淫肉が蠕動するのがわかる。彼を求めて内部がうねっている。そんな自分の体の反応を浅ましいと思いながらも、しかし雅幸を求める思いは止められない。

「あ、……も、……っと……、っ……」

「もっと？」

　雅幸が、荒い息をつく。彼が腰を突きあげると、こつんと深いところに当たった感覚がある。

「ああ、あ……、あ、あ……あ！」

　千歳は身をくねらせた。今まで抉られたことのない箇所だ。そこへの刺激はたまらなく、なおも千歳は声をあげる。

「んぁ、あ……ああ、あ……、っ……！」

「ここ……、当たりましたね」

　どこか悪辣な表情で、雅幸は笑う。

「あなたの、もっとも深いところ……あなたが感じて、たまらないところ」

「んや、……、こ、んな……、っ……！」

　千歳は体を捩ったけれど、雅幸が腰を掴んで離さない。それどころか、ずん、ずんとさらに突いてきて、千歳は声を失って身悶えた。

「こ、んな……だめ。これ、以上……！」

「いいえ、離しません」

　そう言って雅幸は、少し千歳の腰を引きあげた。もっとも深いところから欲芯が抜け出て、しかし勢いをつけて再び抉られ、痛いほどに体が反る。

「もっと、もっと……あなたを、味わわせて」

「ひぃ、……あ……あ、あ……ああ、あ！」

　雅幸の腹に手を置いて、千歳は声をあげ続ける。咽喉が少し嗄れて痛んだけれど、それさえもが快楽だ。

「だめ、だめ……もう、も……、う……！」

「達きますか？」

　はぁ、と息を吐きながら、雅幸はささやく。

「達って……あなたが快感に震えているのを、見たい」

「んぁ、あ……、ああ……、っ……！」

　雅幸は小刻みに突きあげを繰り返した、目の前が白くなり、星が飛ぶ。頭の芯までが熱くなって体中がかあっと熱くなり、自分の体が自分のものではないような感覚があった。

「あ、あ、あ……あ、ああ……っ！」

　意識が飛ぶ。なにも見えず、なにも聞こえず、ただ体が雅幸を感じる神経だけになってしまったような思いとともに、千歳は達した。はじめての深さに喘ぎながら、雅幸の体の上でひくひくと秘所を震わせる。

「んぁ、あ……あ、あ……、っ……、っ」

「千歳、さま」

　切羽詰まったような声で、雅幸は言った。

「もっと……締めて。あなたの中に、放ちたい……」

「ああ、あ……あ、あ……ん、っ、……っ、っ！」

　雅幸の望みどおりになったかどうかはわからない。しかし千歳は、自分がさらに深い場所で感じるのと同時に弾ける熱を感じた。

「あ、ああ……っ、……、っ、……、っ……」

「ん、っ……」

　ふたりの声が、絡み合う。互いに互いの情熱を感じながら、雅幸は千歳の背を脱ぎ捨てた衣の上に横たえた。その拍子にくわえ込んだ欲望が違う場所を突き、千歳はまた声をあげる。

「っあ、あ……、あ……ん、っ……！」

　はぁ、はぁ、と荒い息が立て続けに洩れる。まるで息が切れたときのようにせわしない呼吸をしながら、千歳は涙に濡れた瞳を見開いた。

「千歳さま」

　間近にある雅幸の唇が、ゆっくりと動く。彼がささやいているのが自分の名で、そこに限りない愛情が含まれていることに、千歳は気づく。

「雅幸……さ、ま……」

　千歳も、愛を込めて彼を呼ぶ。雅幸も千歳の口調に気がついたのだろう。微笑んで、そして重ねるだけのくちづけをしてきた。

「ん、っ、……、っ……」

　強く抱き合う。繋がったままのくちづけはすぐに深いものになって、相手の唾液の味を感じながら、さらに深い愉悦に溺れていく。

「っ、あ……あ、あ、……、っ……」

「千歳さま……、また、感じている」

「だ、って……、っ……、っ、っ！」

　受け挿れた彼自身は、萎えることを知らない。さらに太く強く、千歳の中を犯して、彼女に声をあげさせる。

「あなた、が……、あなた、が……！」

「そう、私が悪い」

　愉しげな口調で、雅幸は言った。

「あなたをこれほどに愛してしまった……私が、悪い」

「わたしも……あなた、を」

　くちづけに紛れる声を、震えながら千歳は放つ。

「あなたを、愛しています。これからも……、これから、も」

「千歳さま」

　雅幸は、熱っぽい調子でそう言った。彼の甘い声が、体に沁み込んでくる。その快感に大きく身を震わせながら、千歳は愛の言葉を繰り返した。






第六章









　春宮妃の入内は、夏の初めにおこなわれた。

　かの兵部卿の娘は、理知的な歌を詠み、淑やかで、才色兼備の娘だという。今まで妃のなかった春宮は、入宮の最初からその娘を中宮と定め、その娘以外の妃は娶らないと宣言したという。

　それは、どれほどの娘なのか。春宮の心をすべて奪ってしまったのだから、相当に教養も美貌も持ち、そして心うつくしい者なのだろう。

　都の皆が、春宮妃のことを噂した。その姿を一度見たいと願ったけれど、春宮妃は弘徽殿の奥深くに住まう魅惑の美女であり、春宮以外の男が顔を見ることは叶わない。それだけに都の者たちの好奇心は高まり、二十六歳の今まで妃を娶ることのなかった春宮の心を動かしたのはどのような娘か、話し合った。







　袙扇をかたわらに置き、千歳は大きく息をついた。

「まぁ、春宮妃さま。そのように、お行儀の悪いことを」

「だって、疲れたわ」

　千歳は唇を尖らせて、不平を述べた。

「夜明けから、ずっと儀式ばかりで。早く、これも脱ぎたい」

「そのようなことをおっしゃって」

　千歳の物具装束は、卯花の重ね目である。表を白、裏を碧あおに仕立てた衣装はこのうえなくうつくしい金泥に螺鈿、蒔絵を施してあって、このめでたき日にふさわしいものだった。

「せめて、春宮さまがおいでになるまでは、お脱ぎになってはいけませんよ。この素晴らしいお衣装をお見せにならずと、ほかのどなたにお見せになるのですか」

「雅幸さまは、わたし自身を見てくださるわ」

　ため息をつきながら、千歳は言った。

「衣装などに、惑わされはしない……そういうおかただわ」

「お熱いこと」

　千歳の身のまわりの世話をする女房のうち、直接口を利ける者は限られている。そのひとり、春宮坊の正四位上、春宮傅の娘、蝉せみの羽はは、千歳よりも十歳年上の、しっかりした女房だ。

「次期の帝が、これほどに相愛のお妃をお持ちになっていること、私たちも誇りとせねばなりませんね」

「相愛……？」

　蝉羽の言葉に、千歳はかっと頬が熱くなるのを感じた。蝉羽は、その名のとおり表は檜皮色、裏は碧みどりの蝉羽の色目の裳唐衣をまとっている。そのような大人っぽい装いが彼女にはよく似合う、と千歳は思った。

「そ、うかしら」

「そうですわ。そうでなければ、ほかの妃は娶らない、最初から中宮にする、などということはなさらないはずですわ」

「そう、ね……」

　そんな前例のない達しも、なにもかもすべて雅幸の指図であると思うと、確かに蝉羽の言うとおり、彼の寵愛のなせる技だと思うけれど。

　急に恥ずかしくなって、千歳は放り出した袙扇を取りあげると顔を隠した。そんな千歳を、蝉羽は微笑ましげに見ている。

「でも、春宮妃さま。責任重大ですわよ？」

「なにが？」

「ほかに妃を娶らないということは、次の春宮は春宮妃さまのお腹はらにかかっているということですわ」

　急に現実的なことを聞かされて、千歳はぎょっとした。

「必ず、男子を授からなければなりません。そのすべては、春宮妃さま次第だということ」

　ますます顔が熱くなってしまうのを止められず、千歳は深く、扇で顔を隠す。

「それは……わかっているけれど……。そのような話をするのは、まだ早いのではなくて？」

「そのようなことはありません」

　そこに女童が、高坏を持ってきた。上には練り菓子が置いてある。しかし蝉羽は、千歳が次代の春宮のことを納得するまで菓子を渡さないというように、こちらに置いてくれない。

「自覚をお持ちになるのが、なによりも大切です。私の母はいずれ、と思っているうちにどんどん歳を取って。しまいには、私しか子を授からなかったのですもの」

「そのぶん、蝉羽がしっかりしているから、いいじゃないの」

「私の家は、しょせん一介の役人のもの。それでいいといえばいいですけれど、けれど春宮妃さまが背負われるのは、帝の血筋。私のようにのんびりとは、まいりませんわ」

「わ、かったから……」

　生々しい話に、胸をどきどきとさせながら千歳は言った。

「ちゃんと努めるわ。だから、お菓子をちょうだい？」

「まぁ、そのような」

　蝉羽は呆れた顔をしていたけれど、高坏を運んでくれた。ほかの女童が清水の入った器を持ってきてくれて、千歳はそれらを口に、ため息をついた。

「朝餉のほか、なにもいただいていないのだもの」

　安堵の息とともに、千歳は言う。

「お腹が空いていたの……これ、美味しいわね」

「春宮妃さまにさしあげるものですもの、もちろん、美味なものを用意しておりますわ」

　あたりまえだ、という顔をして、蝉羽は言った。

「これからは、毎日こういうものが食べられるのかしら？」

「それはなりません」

　厳しい声で、蝉羽は言う。

「春宮妃さまにおかれては、万事、春宮さまの許可が必要です。お口になさるものも、まとわれるものも、春宮さまのお心次第です」

「あら……」

　それはつまらない、と思ったけれど、前向きに考えることにした。雅幸が千歳のわがままを聞いてくれないことはないだろう。食べるものだって衣だって、千歳の好きにさせてくれるに違いない。

「いいわ、とりあえず今は、これで」

「春宮妃さま、それを召しあがったら、夕刻の念仏の時間です」

「……念仏？」

　千歳は仰天した。もちろん今の世の人間として、仏を敬う気持ちは持っているけれど、しかしわざわざ念仏の時間を取るなんて、実家ではなかったことだったから。

「それも、雅幸さまのお望みなの？」

「いいえ、御所での習慣でございます」

「ほかに、どんな習慣があるの？」

「それはもう」

　千歳の質問を喜ぶように、蝉羽は言った。

「さまざまにございます。いずれ春宮さまからもお教えがあろうかと思いますが、私が説明してもよろしゅうございますか？」

「い、いいえ……いいわ」

　ひくっ、と口もとを引き攣らせながら、千歳は言った。

「そのうち、わかるのでしょう？　今から聞いて、自分を追いつめることは、ないわ」

「そんな、驚かれるようなことでもありませんものを」

　蝉羽は不服そうだけれど、千歳はとんでもないと彼女から視線を逸らせる。努めて、練り菓子を食べることに集中した。

「蝉羽さま」

　女童が声をかけてくる。切り下げ髪のかわいらしい少女は、撫子の襲かさねがよく似合う。そのさまを微笑ましく見ていると、にわかに蝉羽が千歳の前に向き直った。

「さ、お化粧直しをいたしましょう」

「なんなの、急に」

「春宮さまがおいでになります」

　なにごとかと緊張した千歳は、ほっと息をついた。

「雅幸さまなら、わたしが多少お行儀が悪くても許してくださるわ」

「いいえ、ここは御所です」

　厳しい声で、蝉羽は言った。

「そしておふたりは、春宮さまと春宮妃さま。お行儀が悪いところなんて、見せるわけにはまいりません」

「あ……」

　千歳は改めて、自分がとんでもないところに来てしまったのではないか。自分に春宮妃などという役割などふさわしくないのではないか。そんな思いに囚われた。

「春宮さまが、おいででございます」

　蝉羽に言われたとおり、千歳は背筋を正す。ゆっくりとした足音が聞こえてくるのに合わせて、頭を下げて手を揃えた。

「ようこそ、おいでなされませ」

「おや、千歳さま」

　雅幸がまったく気軽にそう言ったので、千歳はほっとした。御所での彼は違う人間になっているのではないかと思ったけれど、そのようなことはないらしい。

「ずいぶんと、歓迎してくださるのですね」

「だって……蝉羽が」

　正直なところを言ってしまいそうになって、千歳は慌てて口を噤む。雅幸が、楽しそうに笑った。

「窮屈ですか、このような場所は」

「そのようなことはありません」

　千歳は嘘をついた。しかし雅幸には、お見通しであるようだ。

「では少し、散歩にまいりましょう」

「このようなお時間に？」

「このような時間だからこそ、乙なものですよ」

　しかし女性の常として、千歳はそのまま出かけるわけにはいかなかった。物具装束を脱ぎ、新たな裳唐衣姿に着替えなくてはならない。化粧もそのままというわけにはいかないし、結局雅幸を、どのくらい待たせたのだろうか。

「この時間なら、月は隠れてしまいますね」

　少し残念そうに雅幸が言ったものだから罪悪感を覚えたけれど、雅幸はゆったりと笑うばかりだ。

「怒っていらっしゃらないの……？」

「女人のお支度に時間がかかるのは、承知しております」

　なんでもないことのように、雅幸は言った。ふたりは弘徽殿の中庭にいて、もちろんあちこちの御簾のうちにはたくさんの女房たちがいるのだけれど、それでもふたりきりであるような感覚に陥った。

「ほら、赤星」

　雅幸が天を指さした。そこには確かに赤く輝く星があって、千歳はそれに見とれた。

「あちらには、鼓星」

「星なんて、どこで見ても同じかと思っていたけれど」

　首が痛くなるくらい、空を見つめて千歳は言った。

「違うわ。家で見ていたのとは、違う感じがするの」

「どう違いますか？」

　楽しげに、雅幸が尋ねてきた。千歳は、首を捻る。

「そうね……なんだか、より輝いているみたい」

「あなたのお家から、たいして距離はありませんよ」

　雅幸はくすくすと笑い、そして手を差し伸べてきた。

「なに……」

　驚く間もなく手をつながれた。ぎゅっと握られて、ただ手を取られているだけなのに自分のなにもかもを晒しているかのような気になって恥ずかしくなった。

「私も、星の輝きが違って見えるのです」

「まぁ、一緒ね」

　千歳は嬉しくなって、つないだ手に力を込めた。ふたりはそうやって、空を見あげている。

「ここにお連れしたこと」

　ふいに雅幸が、沈黙を破った。

「よかったのか、どうか。今さらながらに後悔しているのですよ」

「まぁ、なぜ？」

「ここには、自由がない」

　どきり、とすることを雅幸は言った。

「あなたのようなかたには、自由が必要なのに……ここにいることであなたのよさを奪ってしまわないか、潰してしまわないか。それを懸念しているのです」

「そのようなこと」

　千歳は笑った。先ほど蝉羽に聞かされたように、次の春宮を求められること、春宮妃としての義務を果たさなくてはいけないこと──きっとこの先、いろいろなことがあるのだろうけれど。

「大丈夫です。あなたがいてくれさえすれば」

　千歳の言葉に、雅幸は驚いたような顔をした。千歳がそのようなことを言うとは思っていなかったのだろうか。

「あなたが、わたしを守ってくれるでしょう？　たとえ辛いことがあっても、あなたがいてくれるでしょう？」

「千歳さま」

　にっこりと、千歳は笑った。雅幸はなおも目を見開いていたけれど、ややあって千歳と同様に、微笑む。

「そうでなくては、若菜さまにも申し訳が立ちませんからね」

「ええ、若菜のことを、忘れてはいけないわ」

　妹の名を胸に、改めて千歳は空を見あげる。

「忘れられるわけもないけれど……きっと若菜は、こうなることを知っていたように思うの」

「それは、どういう？」

　不思議そうな表情の雅幸に、千歳は首を傾げた。

「だってわたしたちは、若菜の縁で知り合ったのだもの。若菜がいなかったら、わたしたちはこうなっていなかった」

「それは、そうですね」

　納得したように雅幸はうなずき、そして千歳の髪を撫でた。手に、髪に彼の温かさを感じて、千歳はそっと目を瞑る。

「わたしたちは、若菜によって結ばれた」

　うたうように、千歳は言った。

「その縁は……いかに切っても、切れないものだわ」

　雅幸はうなずく。千歳はぱっと目を開けて、その瞬間、赤星がより強く輝いたような気がした。

（若菜）

　胸のうちで、千歳はつぶやく。

（ありがとう。ずっとわたしを、見守っていてくれたのね）

　赤星の輝きが、若菜の命の輝きのように思える。それは地に生きる者の身勝手な考えかもしれないけれど、それでも。

（若菜）

　繰り返し、妹の名を呼びながら、千歳は愛しい人と寄り添っていた。
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　しんしんと雪が降り続いた夜は、明けて真っ白な世界を残した。

　弘徽殿は朝から賑やかだ。走りまわる子供たちは、手を真っ赤にして雪の人形を作ったり、雪つぶてを投げ合ったりしている。

「まぁ、朽葉。木蘭はまだ小さいのだから、そのように大きな雪つぶてを投げてはだめよ」

「でも、おたあさま」

　自分の拳よりも大きな雪つぶてを作った六歳の朽葉は、早く手の中のものを投げたくてうずうずしているらしい。

「桃もも染ぞめはもう、投げているよ？　ほら、紅も絹みに当たった」

「まぁ、桃染。なにをやっているの」

　庭ではしゃぐ子供たちを、女房たちが追いかけている。追いかけられて喜んで、きゃっきゃと声をあげながら走っていた、一番年嵩の胡桃は、檜皮色の直衣の男性にぶつかった。

「おもうさま！」

「こら、胡桃。女房たちに手間をかけさせてはならないよ」

「だって、こんな素晴らしい雪だもの！　遊ばないわけにはいきません！」

「生意気なことを言う」

　十歳になる姫宮、胡桃を抱きあげて、高欄に近づいたのは雅幸だ。

「千歳さま。このいたずらっ子を、預かってください」

「まぁ、雅幸さま。お寒いところへ」

　ゆったりと笑ったのは、黒髪をとき流した千歳だ。雅幸の連れてきた胡桃を抱き取った彼女を、雅幸はしげしげと見た。

「まぁ、なんですの？　恥ずかしいわ」

「まったく、胡桃はあなたにそっくりだ」

　なおもふたりを見つめながら、雅幸は言った。まわりの者が驚くまでもなく、母親似の胡桃は雅幸のお気に入りである。

「中身は、そう似ていないと思うのだけれど」

「いえいえ、これから似てくるのですよ」

　十歳の姫宮、胡桃。八歳の大宮、桃染。六歳の朽葉、四歳の木蘭、もっとも幼い三歳の紅絹。五人の子供たちが雪の庭で遊んでいるさまは、見る者誰もが相好を崩すようなかわいらしさだ。

「年も改まりました」

　子供たちの遊ぶ様子を見ながら、雅幸は言った。千歳は、首を傾げる。艶やかな黒髪が、さらりと揺れた。

「そろそろ紅絹に、童をつけようと思うのですけれど」

「まぁ、それはいいですわね」

　千歳はにっこりと微笑んだ。

「紅絹も、もう三歳。そろそろ、宮としてほかの者に接することを覚えてもいいですわ」

「そう思って、童殿上させる者を選んである」

　何人かの臣下の子供たちを挙げる雅幸を、千歳は笑みとともに見つめている。

「どうなさいましたか、千歳さま」

「いいえ。雅幸さまも、ずいぶんおもうさまらしくなられたと思って」

「そういうあなたは、りっぱなおたあさまだ」

　そう言って、ふたりで笑う。微笑みあう両親に近づいてくる子供たちは、雅幸がいつの間にか作っておいた雪つぶてを投げられて、大きな声で弾けるように笑った。

　子供たちのはしゃぐ姿を見ながら春宮夫妻は目を見合わせ、また笑いあい、穏やかな時間が過ぎていくのを心の底から楽しんでいた。





（終）
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